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政
෎
、７
年
度
補
正
予
ࢉ
を
ֳ
議
決
定

東
ト
協
物
流
政
策
委
員
会
を
開
催

東
ト
協
運
輸
安
全
委
員
会
を
開
催

国
交
省
、年
末
年
始
の
輸
送
安
全
総
点
検

取
適
法
・
振
興
法
改
正
ポ
イ
ン
ト
説
明
会

２４５６７

東
ト
協
物
流
政
策

委
員
会（
三
村
Ғ
一

࿠
委
員
長
）は
、՟
物

集
配
中
の
車
両
に

係
る
ற
車
規
制
の
ݟ

௚
し
に
向
け
、
会
員

事
業
者
を
対
象
と
し

た
ઐ
用
ற
車
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
状
گ
や
最

新
の
ற
車
規
制
の
؇

和
、
取
り
締
ま
り
実

ଶ
な
ど
の
Ξ
ン
έ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。調
査
݁
果
は
、

令
和
７
年
度
以
降

に
ܯ
ࢹ
庁
へ
提
出
す

る
、
ற
車
規
制
؇
和

要
๬
の
基
ૅ
資
料
と

౎
知
事
ώ
Ξ
リ
ン
グ
に

は
、水
野
会
長
や
஛
内
政
・࢘

௟
目
ོ
༤
・
৿
本
উ
໵
・
ݪ

ౡ
౻
ᆹ
・
ླ
໦
ོ
ࢤ
・
大
髙

一
義
・
٠
஑
正
浩
・
三
村
Ғ

一
࿠
各
෭
会
長
ら
が
出
੮

し
、要
๬
を
行
ỳ
た
。

水
野
会
長
は
、
ࡢ
年
度
に

引
き
続
き
、
運
輸
事
業
者
向

け
燃
料
費
ߴ
ಅ
ۓ
急
対
策
事

業
の
実
施
に
対
し
、
ײ
ँ
の

言
༿
を
述
べ
た
上
で
、「
東

京
౎
運
輸
事
業
振
興
ॿ
成
交

付
金
は
、
中
小
事
業
者
が
大

半
を
占
め
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

発
ల
に
大
き
な
Ө
ڹ

を
与
え
、
東
京
の
健
全
な
物

流
ػ
能
の
確
保
を
目
指
す
も

の
。
日
常
の
経
ࡁ
活
動
だ
け

で
な
く
、
ࡂ
֐
時
の
輸
送
ػ

能
確
保
な
ど
ट
౎
防
Ӵ
に
必

要
な
役
ׂ
へ
の
期
待
に
積
ۃ

的
に
応
え
る
た
め
、
必
要
不

可
ܽ
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
交
付
ֹ
の
減
গ
෯
は

年
ʑ
大
き
な
も
の
と
な
ỳ
て

お
り
、
現
在
、
国
で
検
౼
さ

れ
て
い
る
ܰ
༉
引
取
੫
の
࢑

定
੫
率
の
存
ഇ
に
か
か
わ
ら

ず
、８
年
度
以
降
の
交
付
ֹ

が
７
年
度
以
上
と
な
る
よ
う

求
め
る
」と
要
๬
し
た
。

東
ト
協
の
要
๬

事
項
は
、
①
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の

経
Ӧ
基
൫
確
立
対

策
、
②
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
ਓ
ࡐ

確
保
へ
の
対
応
、

③
౎
ࢢ
更
新
中
の

交
通
ौ
滞
・
荷
さ

ば
き
待
ち
ौ
滞
な

ど
の
解
消
へ
の
対

応
、
④
車
庫
の
確

保
・
ҡ
࣋
へ
の
支

援
、
⑤
ߴ
଎
道
路

の
料
金
対
策
、
ᶈ

燃
料
価
格
ߴ
ಅ
へ

に
よ
る
̛
Ａ
Ｘ
で
の
提
出
も

受
け
付
け
る
。
回
答
期
限
は

12
月
2ý
日
ま
で
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７

／
̛
Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５
９
・

４
９
８
３
）

˔
౦
τ
ڠ
ຊ
෦
ࣄ
຿
ہ

▽
年
末
＝
12
月
2ý
日
 
ま

で
通
常
業
務

▽
年
始
＝
１
月
５
日
 

˔
౦
τ
ڠ
Χ
ồ
υ
ϩ
ỽ
Χ
ồ

▽
年
末
＝
12
月
30
日
 
は

午
後
３
時
ま
で
、
同
31
日
 

は
正
午
ま
で
Ӧ
業

▽
年
始
＝
１
月
４
日
 
か

ら
通
常
Ӧ
業

೥
຤
೥
࢝
の
ۀ
຿

し
て
活
用
す
る
も
の
で
、
޿

く
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

委
員
会
で
は
、

業
界
の
生
࢈
ੑ
向

月
１
日
に
ഇ
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
ỳ
た
。

法
案
は
11
月
25
日
の
ऺ

議
Ӄ
通
過
後
、
参
議
Ӄ
に
送

付
さ
れ
、
同
27
日
の
財
政
金

融
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ

た
。
８
月
に
野
ౘ
７
ౘ
が
提

出
し
た
法
案
の
期
限
が
੾
れ

た
こ
と
を
受
け
、自
༝
ຽ
主
、

日
本
ҡ
新
の
会
、立
ݑ
ຽ
主
、

国
ຽ
ຽ
主
、
公
明
、
共
࢈
の

与
野
ౘ
６
ౘ
の
実
務
者
協
議

で
合
ҙ
。
ऺ
Ӄ
で
の
修
正
点

を
ؚ
め
た
、
ガ
ι
リ
ン
੫
の

࢑
定
੫
率
ഇ
止
施
行
期
日
変

更
や
地
方
自
࣏
体
の
安
定
財

ݯ
の
確
保
、
ܰ
༉
引
取
੫
の

取
り
ѻ
い
に
つ
い
て
議
࿦
し

「
ે
੫
特
別
措
置
法

及
び
東
日
本
大
਒
ࡂ
の

ඃ
ࡂ
者
等
に
係
る
国
੫

関
係
法
律
の
ྟ
時
特
ྫ

に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
11
月
2ÿ
日
、
参
議
Ӄ

本
会
議
で
全
会
一
க
に

よ
り
可
決・成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ガ
ι
リ

ン
੫（
揮
発
༉
੫
お
よ

び
地
方
揮
発
༉
੫
）の

چ
࢑
定
੫
率
分
１
Ἄ
当

た
り
25
・
１
ԁ
は
12
月

31
日
に
ഇ
止
さ
れ
、
ܰ

༉
引
取
੫
の
چ
࢑
定
੫

率
分
１
Ἄ
当
た
り
17
・

１
ԁ
は
、
令
和
８
年
４

た
。委

員
会
で
は
、
与
野
ౘ
６

ౘ
お
よ
び
参
政
、
れ
い
わ
新

選
組
の
各
会
೿
が
共
同
で
ෟ

ଳ
決
議
を
提
出
。
ܰ
༉
引
取

੫
の
چ
࢑
定
੫
率
を
財
ݯ
と

し
た
運
輸
事
業
振
興
ॿ
成
交

付
金
に
つ
い
て
、
安
全
運
行

や
地
ٿ
Թ
ஆ
化
対
策
な
ど
社

会
的
要
請
に
応
え
て
い
る
こ

と
を
౿
ま
え
、「
ܰ
༉
引
取

੫
の
当
分
の
間
੫
率（
چ
࢑

定
੫
率
）
ഇ
止
後
も
交
付
金

が
ҡ
࣋
さ
れ
る
よ
う
、
法
改

正
を
ؚ
め
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
」こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
今
後
、交
付
金
の
ҡ
࣋
と
、

そ
の
財
ݯ
確
保
に
向
け
た
議

員
立
法
の
実
現
を
目
指
し
、

与
野
ౘ
と
の
調
整
を
進
め
て

い
く
と
し
て
い
る
。

中
・
運
行
中
に
利
用
す

る
ト
イ
レ
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
、
ᶋ
௚
ۙ
の

３
か
月
間
で
業
務
中
・

運
行
中（
待
ػ
時
を
ؚ

む
）に
、
ト
イ
レ
利
用

で
ࠔ
ỳ
た
こ
と
が
あ
る

か
な
ど
に
つ
い
て
回
答

す
る
。
回
答
の
所
要
時

間
は
３
～
５
分
程
度
。

回
答
は
、
Ξ
ン
έ
ー

ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。
左

記
の
二
次
元
コ
ー
ド
、
ま
た

は
東
ト
協
̝
Ｐ
に
も
リ
ン
ク

先
を
ܝ
ࡌ
。

▽
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
ڭ

ҭ
研
修
・
輸
送
（̜
☎
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
７
）

上
や
࿑
ಇ
৚
件
改
善
を
્
֐

す
る
要
Ҽ
の
一
つ
で
あ
る
ற

車
問
୊
に
対
し
、
関
係
ػ
関

へ
の
要
๬
活
動
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
。
平
成
30
年

の
ܯ
࡯
庁
通
ୡ（
՟
物
集
配

中
の
車
両
に
係
る
ற
車
規
制

の
ݟ
௚
し
の
推
進
に
つ
い

て
）を
౿
ま
え
、
ܯ
ࢹ
庁
交

通
部
へ
の
要
๬
書
提
出
を
続

け
て
き
た
݁
果
、
౎
内
に
ྦྷ

計
１
８
０
か
所
を
௒
え
る
、

՟
物
集
配
中
の
車
両
ઐ
用
ற

車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
が
実
現

さ
れ
る
よ
う
に
な
ỳ
た
。

回
答
は
、
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
の
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー

ム
入
力
を
基
本
と
し
、
Ｗ
ｅ

ｂ
で
の
回
答
が
難
し
い
場
合

は
、「
Ξ
ン
έ
ー
ト
回
答
ථ
」

東
ト
協
は
、
東
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
Ｐ
）

で
実
施
し
て
い
る「
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ト
イ
レ
事
情
Ξ
ン
έ
ー

ト
調
査
」
の
回
答
期
限

を
来
年
１
月
30
日
ま
で

延
長
し
た
こ
と
か
ら
、

調
査
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

調
査
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ス
Ϛ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ι
コ
ン
な
ど
か
ら
Ξ
ン

έ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
Ξ
ク
η

ス
し
回
答
す
る
ܗ
式
で
、
①

ੑ
別（
任
ҙ
）、
②
年
（ྸ
年

代
）、
③
ド
ラ
イ
バ
ー
経
ྺ
、

④
Ӧ
業
所
の
所
在
地
、
⑤
運

స
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
種
類
、

ᶈ
業
務
ܗ
ଶ
―
―
の
ス
テ
ー

タ
ス
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
事
情

に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
ᶉ

業
務
中
・
運
行
中
の
ト
イ

レ
利
用
に
つ
い
て
、
ᶊ
業
務

の
支
援
、
ᶉ
環
境
に
関
す
る

取
り
組
み
へ
の
支
援
、
ᶊ
道

路
整
備
の
促
進
、
ᶋ
ற
車
規

制
の
؇
和
。

こ
れ
ら
９
項
目
の
要
๬
の

中
か
ら
、
੫
制
金
融
委
員
長

の
ླ
໦
෭
会
長
が
特
に
重

し
、９
項
目
の
実
現
を
ૌ
え

た
。こ

れ
ら
の
要
๬
に
対
し
、

小
஑
౎
知
事
は
、「
運
輸
事

業
振
興
ॿ
成
交
付
金
に
つ
い

て
、
ܰ
༉
引
取
੫
࢑
定
੫
率

の
ഇ
止
に
൐
う
、
交
付
金
制

度
へ
の
Ө
ڹ
を
注
ࢹ
し
な
が

ら
、
運
送
業
界
の
支
援
の
た

め
に
、８
年
度
予
ࢉ
に
お
い

て
も
必
要
な
予
ࢉ
確
保
に
向

け
て
検
౼
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
̯
Ｅ
̫
ト
ラ

ッ
ク
の
普
及
に
つ
い
て
、
θ

ロ
エ
ϛ
ッ
シ
ἀ
ン
東
京
の
実

現
に
向
け
、
普
及
֦
大
を
し

ỳ
か
り
と
進
め
て
い
く
方
針

を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
౎
ࢢ
整
備
局

理
事
か
ら
、
౎
ࢢ
更
新
中
の

交
通
ौ
滞
・
荷
さ
ば
き
待
ち

ौ
滞
な
ど
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
関
係
ػ
関
と
連
携
し
適

੾
な
対
応
を
進
め
る
こ
と
な

ど
の
回
答
が
あ
ỳ
た
。

要
項
目
と
す
る「
ौ
滞
な
ど

の
解
消
へ
の
対
応
」「
車
庫
の

確
保
」「
環
境
に
関
す
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て

説
明
。
環
境
へ
の
取
り
組
み

支
援
で
は
、
θ
ロ
エ
ϛ
ッ
シ

ἀ
ン
・
ビ
ー
ク
ル（
̯
Ｅ
̫
）

ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
促
進
に
つ

い
て
、
車
両
ಋ
入
経
費
や
燃

料
費
の
実
質
負
担
が
依
વ
と

し
て
ஶ
し
く
ׂ
ߴ
と
指
摘
。

補
ॿ
対
象
経
費
の
ൣ
ғ
や
補

ॿ
୯
価
・
上
限
ֹ
を
さ
ら
に

ݟ
௚
す
と
と
も
に
、
普
及
に

向
け
た
基
൫
の
整
備
と
し

て
、
ॆ
ర
・
ॆ
ి
設
備
の
増

設
、
利
用
時
間
の
֦
大
推
進

を
求
め
た
。

さ
ら
に
、「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
の
経
Ӧ
基
൫
確
立
対

策
」
と
し
て
、
交
付
金
の
来

年
度
交
付
ֹ
が
本
年
度
以
上

と
な
る
よ
う
重
Ͷ
て
要
๬

二次元コード

二次元コード

東
τ
ڠ

ຊ
年
౓
Ҏ
্
ͷ
ަ
෇
ֹ
Λ

౦
ژ
౎
ト
ラ
ỽ
ク
ڠ
ձ（
ਫ
໺
ޭ
ձ

௕
）は
12
月
̏
日
、౦
ژ
౎
の
小
஑
ඦ
合

ࢠ
஌
事
に
よ
る
令
和
８
年
౓
౎
༧
ࢉ
に

ؔ
す
る
要
๬
ώ
ア
Ϧ
ン
ά
で「
౦
ژ
౎
へ

の
ಛ
ผ
要
๬
」を
ఏ
ग़
し
、ॏ
఺
的
に
औ

り
૊
Ή
΂
き
̕
߲
໨
を
要
๬
し
た
。
ਫ

໺
ձ
௕
は
、౦
ژ
౎
運
༌
事
業
ৼ
ڵ
ॿ
੒

ަ
෇
ۚ
に
つ
い
て
ݱ、
ࡏ
ݕ
౼
さ
れ
て
い

る
ܰ
༉
Ҿ
औ
੫
࢑
定
੫
཰
の
ଘ
ഇ
に
か

か
わ
ら
ず
、དྷ
年
౓
Ҏ
߱
の
ަ
෇
ֹ
が
ຊ

年
౓
Ҏ
上
と
な
る
よ
͏
強
く
要
੥
し
た
。

こ
れ
に
対
し
小
஑
౎
஌
事
は
、࢑
定
੫

཰
の
ഇ
止
に
൐
͏
ަ
෇
ۚ
੍
౓
へ
の
Ө

ڹ
に
つ
い
て
、஫
ࢹ
を
し
な
が
ら
運
ૹ
業

ք
へ
の
ࢧ
ԉ
の
た
め
に
、８
年
౓
༧
ࢉ
に

お
い
て
も
必
要
な
༧
ࢉ
の
確
อ
に
向
け

て
ݕ
౼
し
て
い
く
と
ड़
΂
た
。

౎
ỏ༧
ࢉ
֬
อ
΁
前
向
͖
に
ݕ
౼

෺
ྲྀ
ػ
ೳ
の
֬
อ
ʹ
ඞ
ཁ
ෆ
Մ
ܽ

都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
要
望

ܰ
༉
Ҿ
取
੫
࢑
ఆ
੫
཰
̐
݄
̍
೔
ഇ
ࢭ

ෟଳܾٞʹަ෇ۚҡ࣋΋

ճ
౴
ظ
ݶ
̍
݄
ú÷
೔
·
Ͱ
Ԇ
௕

౦ト協

ճ
౴
ظ
ݶ
øù
݄
ùý
೔
·
Ͱ

றंݟ੍ن௚͠ΞϯέʔτௐࠪΛ࣮ࢪ

τΠϨࣄ৘ௐࠪʹྗڠΛ
౦ト協τϥοΫυϥΠόʔ
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事
業
者
に
運
送
委
託
を
行
ỳ

た
場
合
、
新
た
に
処
േ
の
対

象
と
な
る
。
ま
た
、
荷
主
等

が
、ҧ
法
な「
ന
ト
ラ
」事
業

者
に
運
送
を
委
託
し
て
い
る

な
ど
の
ٙ
い
が
あ
る
場
合
に

は
、
国
交
大
臣
か
ら
当
֘
荷

主
等
に
要
請
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
՟
物
自
動
車
運

送
事
業
者
お
よ
び
՟
物
利
用

運
送
事
業
者
に
対
し
て
、
再

委
託
の
回
数
を
２
回
以
内
ま

で
と
す
る
౒
力
義
務
が
課
さ

れ
る
。

さ
ら
に
、
現
行
で
は
՟
物

自
動
車
運
送
事
業
者
の
み
に

課
さ
れ
て
い
る
運
送
ܖ
約
締

݁
時
の
書
໘
交
付
義
務
な
ど

の
規
定
が
、
՟
物

利
用
運
送
事
業
者

に
も
新
た
に
課
さ

れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
՟

政
෎
は
11
月
2ÿ

日
、
令
和
７
年
度

補
正
予
ࢉ
案
を
ֳ

議
決
定
し
た
。
同

21
日
に
決
定
し
た

「ứ
強
い
経
ࡁ
Ừ
を

実
現
す
る
総
合
経

ࡁ
対
策
」
の
財
ݯ
措
置
と
な

る
も
の
で
、
一
般
会
計
の
対

策
経
費
と
し
て
約
17
・
７
ஹ

ԁ
を
計
上
し
た
。

国
土
交
通
省
関
係
で
は
、

次
期「
総
合
物
流
施
策
大
ߝ
」

を
ݟ
ਾ
え
た
物
流
ֵ
新
の
集

中
改
ֵ
の
推
進
に
約
ýý
・
３

ԯ
ԁ
を
計
上
。
次
期
大
ߝ
に

物
自
動
車
運
送
事
業
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

と
し
て
、
荷
主
・
運
送
事
業

者
間
で
の
調
整
を
ి
࣓
的
方

法
で
行
う
た
め
の
ख
続
き
に

係
る
規
定
を
、
՟
物
利
用
運

送
事
業
者
に
も
४
用
す
る
。

国
交
省
は
12
月
１
日
よ

り
、
自
動
車
運
送
事
業
関
連

の
申
請
・
ಧ
出
な
ど
新
た
に

49
ख
続
き
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
で
の
本
格
運
用

を
開
始
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
９
月

１
日
か
ら
、
一
部
の
ख
続
き

（
1ý
ख
続
き
）の
運
用
を
先

行
し
て
開
始
し
て
お
り
、
今

回
の
開
始
に
よ
り
合
計
ý5
ख

続
き
が
申
請
可
能
と
な
ỳ

た
。
令
和
８
年
４
月
ࠒ
開
始

予
定
の
72
ख
続
き
を
ؚ
め
、

基
づ
き
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト・

中
継
輸
送
な
ど
の
地
域
の
事

業
者
間
連
携
の
促
進
、
ラ
ス

ト
Ϛ
イ
ル
配
送
の
ҡ
࣋
・
確

保
、
自
動
運
స
ト
ラ
ッ
ク
ಋ

入
、
物
流
ڌ
点
の
ػ
能
強
化

な
ど
に
よ
る
物
流
効
率
化
、

改
正
物
流
法
や
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
を
通
じ
た
঎
׳
行

の
ݟ
௚
し
、
荷
主
・
消
費
者

の
行
動
変
容
な
ど
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策
を
推
進
す

る
。ま

た
、
ߴ
଎
道
路
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
ׂ
引
の
֦
ॆ

措
置
の
延
長
に
、
約
77
・
８

国
土
交
通
省
は
11
月
21

日
、「
՟
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
改
正
法
）の
う
ち
、ҧ

法
な
ന
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ

ク（
ന
ト
ラ
）に
係
る
荷
主

な
ど
へ
の
規
制
や
、

委
託
次
数
の
制
限
な

ど
に
関
す
る
規
定
の

施
行
期
日
を
来
年
４

月
１
日
と
定
め
る
政

令
な
ど
を
ֳ
議
決
定

し
、
同
27
日
に
公
෍

し
た
。

今
回
の
政
令
で

は
、
荷
主
等
が
ന
ト

ラ
で
有
ঈ
՟
物
運
送

を
行
う（
い
わ
Ώ
る

ҧ
法
な「
ന
ト
ラ
」）

ԯ
ԁ
を
計
上
。
平
常

時
、
ࡂ
֐
時
を
問
わ

ず
物
流
ػ
能
を
担
う

自
動
車
運
送
事
業
者

環
境
整
備
な
ど
の
推
進
、
道

路
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
促

進
す
る
。

経
ࡁ
࢈
業
省
関
係
で
は
、

燃
料
༉
価
格
ܹ
変
؇
和
対
策

事
業
を
継
続
す
る
。
物
価
ߴ

へ
の
対
応
と
し
て
、
ガ
ι
リ

ン
・
ܰ
༉
の
価
格
を
引
き
下

͛
る
た
め
、
ガ
ι
リ
ン
・
ܰ

༉
に
対
す
る
補
ॿ
金
を
当
分

の
間
੫
率
と
同
水
४
ま
で
段

階
的
に
֦
ॆ
す
る
。
ま
た
、

ク
リ
ー
ン
エ
ω
ル
Ϊ
ー
自
動

車
ಋ
入
促
進
補
ॿ
金
と
し
て

１
１
０
０
ԯ
ԁ
、
ク
リ
ー
ン

エ
ω
ル
Ϊ
ー
自
動
車
の
普
及

促
進
に
向
け
た
ॆ
ి
・
ॆ
て

Μ
設
備
な
ど
ಋ
入
促
進
補
ॿ

金
と
し
て
５
０
０
ԯ
ԁ
を
計

上
す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
・

小
規
໛
事
業
者
を
は
じ
め
と

す
る
௞
上
͛
環
境
の
整
備
と

し
て
１
ஹ
１
３
０
０
ԯ
ԁ
を

計
上
し
た
。

ް
生
࿑
ಇ
省
関
係
で
は
、

物
価
上
ঢ
を
上
回
る
௞
上
͛

の
普
及
・
定
着
に
向
け
た
支

援
な
ど
と
し
て
、
最
低
௞
金

引
き
上
͛
に
対
応
し
た
業
務

改
善
ॿ
成
金
に
よ
る
中
小
企

業
な
ど
の
௞
上
͛
支
援
に
３

５
２
ԯ
ԁ
を
計
上
し
た
。

政
෎
の
新
た
な
総
合
経
ࡁ

対
策
は
、
①
生
活
の
安
全
保

障
・
物
価
ߴ
へ
の
対
応
、
②

ة
ػ
管
理
౤
資
・
成
長
౤
資

に
よ
る
強
い
経
ࡁ
の
実
現
、

③
防
Ӵ
力
と
外
交
力
の
強
化

を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
交
省
は
11
月
25
日
、「
荷

主
・
物
流
事
業
者
の
取
組
状

گ
」
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
Ξ

ッ
プ
調
査
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
、「
物
資
の
流
通

の
効
率
化
に
関
す
る
法

律（
平
成
17
年
法
律
第

ÿ5
߸
）」に
基
づ
き
、荷

主
や
物
流
事
業
者
に
お

け
る
荷
待
ち
時
間
削

減
、
積
ࡌ
効
率
向
上
な

ど
、
各
種
取
組
状
گ
を

೺
Ѳ
す
る
た
め
に
実
施

す
る
も

の
。
調

査
対
象

は
、
全
て
の

ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
。

現
在
、
事

業
者
に
は
Ξ

ン
έ
ー
ト
回
答
用
の
Ｉ
̙
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
ࡌ
し
た
案

内
จ
書
を
ॱ
次
送
付
し
て

お
り
、
回
答
は
、
同
省「ứ
物

流
効
率
化
法
Ừ
理
解

促
進
ポ
ー
タ
ル
α
イ

ト
」
に
設
け
ら
れ
た

ઐ
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

行
う
。
調
査
は
、
取

組
状
گ
の
可
ࢹ
化
や

課
୊
ந
出
、
制
度
運

用
の
改
善
に
活
用
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。

▽
調
査
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
＝

「
荷
主
・
物
流
事
業

者
の
取
組
状
گ
」
に
関
す
る

フ
ォ
ロ
ー
Ξ
ッ
プ
調
査
事
務

局（
☎
03
・
４
３
１
６
・
６

１
０
２
）

の
࿑
ಇ
生
࢈
ੑ
向
上
を
図
る

た
め
、
大
口
・
多
頻
度
ׂ
引

の
最
大
ׂ
引
率
を
40
ˋ
か
ら

50
ˋ
に
֦
ॆ
す
る
措
置
を
９

年
３
月
末
ま
で
延
長
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ラ
、

交
通
、
物
流
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
安
全
対
策
や
生
࢈
ੑ

向
上
に
資
す
る
̙
Ｘ
お
よ
び

ٕ
ज़
開
発
の
推
進
に
１
８
６

ԯ
ԁ
を
計
上
。
国
ຽ
の
利
ศ

ੑ
向
上
な
ど
に
資
す
る
̙
Ｘ

実
現
ま
た
は
行
政
α
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
の
た
め
、
特
殊
車

両
通
行
ڐ
可
シ
ス
テ
ム
の
改

修
、
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
̙
Ｘ

な
お
、６
月
に
公
෍
さ
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
で

は
、
わ
が
国
の
物
流
の
࣋
続

可
能
ੑ
確
保
お
よ
び
国
ຽ
経

ࡁ
の
健
全
な
発
ల
を
図
る
た

め
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
適
੾
な
௞
金
の
確
保
と
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質
の
向

上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ڐ

可
更
新
制
度
の
ಋ
入
、「
適

合
計
１
３
７
ख
続
き
が
オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
な
る
予
定
。

新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ

正
ݪ
価
」
を
下
回
る
運
௞
お

よ
び
料
金
の
制
限
、
委
託
次

数
の
制
限
、
ҧ
法
な「
ന
ト

ラ
」
に
係
る
荷
主
等
の
取
り

締
ま
り
な
ど
、
՟
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正

し
た
。
ڐ
可
更
新
制
度
、
適

正
ݪ
価
に
つ
い
て
は
、
公
෍

後
３
年
以
内
に
施
行
さ
れ

る
。

れ
た
主
な
ख
続
き
は
、
ผ
ܝ

の
通
り
。

ৄ
ࡉ
は
、
国
交
省
物
流
・

ܯ
ࢹ
庁
は
年
明
け
の
１
月

２
・
３
日
、第
１
０
２
回「
東

京
ശ
ࠜ
間
往
෮
大
ֶ
Ӻ
఻
ڝ

走
」
開
催

に
൐
う
交

通
規
制
を

行
う
。

౎
内
で
は
、
２
日
午
前
６

時
か
ら
９
時
ま
で
、３
日
正

午
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
コ

ー
ス
と
な
る
日
ൺ
୩
通
り

や
国
道
15
߸
ઢ（
第
一
京
඿
）

な
ど
で

実
施
す

る
。ৄ

ࡉ

は
、
ܯ
ࢹ
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
参
র
。

自
動
車
局
Ｗ
ｅ
ｂ
α
イ
ト

「
ｅ
㏯̜
̾
ͅ
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請（
自
動
車
運
送
事
業
・
自

動
車
整
備
事
業
関
連
ख
続

き
）」を
参
র
。α
イ
ト
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
業
務
Ϛ
χ

ỿ
Ξ
ル
や
国
交
省
が
実
施
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
利
用
に

関
す
る
説
明
会
の
動
画
な
ど

を
ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

新たにオンライン化した主な申請手続き
〇�一般貨物自動車運送事業の許可
〇�一般貨物自動車運送事業の事業計
画の変更等認可・届出
〇�一般貨物自動車運送事業の譲渡譲
受・合併・分割・相続の認可
〇�貨物自動車運送事業の休止、廃止
及び再開届出（一般貨物、特定貨
物）
〇�貨物自動車運送事業者の運輸開始
前・運輸開始届（一般貨物、特定貨
物）
〇�一般貨物自動車運送事業の譲渡譲
受・合併・分割の終了届出
〇�貨物自動車運送事業の輸送の安全
に関する業務の管理の受委託の許
可（一般貨物、特定貨物）
〇�貨物自動車運送事業のラストマイ
ル輸送等への輸送対策としての自
家用有償運送の許可（一般貨物、特
定貨物、軽貨物）
〇�一般貨物自動車運送事業者の引越
シーズンにおけるレンタカー使用
の認可・届出
〇�一般貨物自動車運送事業者の事業
報告書の提出
〇�貨物事業者の事業実績報告書の提
出（一般貨物、特定貨物）
〇�特定貨物自動車運送事業の許可
〇�特定貨物自動車運送事業の事業計
画の変更等認可・届出
〇�特定貨物自動車運送事業の譲渡・
合併・分割・相続の認可
〇�自動車運送事業者の事故報告書の
提出（一般貨物、特定貨物、軽貨物、
特定第二種貨物など）

「നτϥڧ੍نԽ」「ҕୗ࣍਺ͷ੍ݶ」ͳͲ

ϑΥϩーΞοϓௐࠪを։࢝
΁ॱ࣍Ҋ಺Λૹ෇ऀۀࣄ

̓೥౓ิਖ਼༧ࢉ

੓෎

෺
ྲྀ
ֵ
৽
ͷ
ू
த
΁
ýý
ԯ
ԁ

ߴ
଎
ྉ
ۚ
ׂ
Ҿ
֦
ॆ
Λ
Ԇ
௕

国交省

来
年
４
月
̍
೔
͔
Β
վ
ਖ਼
๏
Ұ
෦
࣮
施
΁

ûĀ
ख
ଓ
͖
Φ
ϯ
ラ
Π
ϯ
ਃ
੥
に

ՙओ・෺ྲྀऀۀࣄ
ͷ取૊ঢ়گ�国交省

̔
年
̍
݄
̎
・
̏
೔

ശ
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Ӻ
఻
Ͱ
交
通
ن
੍
ிࢹܯ

ࣗ
ಈ
ं
ӡ
ૹ
ࣄ
業
ؔ
࿈

ࠃ
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ന
ト
ラ
で
有
ঈ
՟
物
運
送

を
行
う
、
い
わ
Ώ
る
ҧ
法
な

ന
ト
ラ
に
運
送
を
委
託
し
て

い
る
事
業
者
は
い
な
い
は
ず

な
の
で
、
こ
こ
で
は
委
託
次

数
の
制
限
に
関
し
て
整
理
す

る
。
こ
の
委
託
次
数
の
制
限

と
深
く
関
連
す
る
の
が
、
す

で
に
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
実
運
送
体
制
管
理
฽
」
の

作
成
義
務
で
あ
る
。
と
こ
Ζ

が
、
こ
の
管
理
฽
の
作
成
に

は
、
多
く
の
事
業
者
が
ۤ
࿑

し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
お

そ
ら
く
、
׬
全
に
管
理
฽
を

作
成
で
き
て
い
る
事
業
者
は

ۃ
め
て
গ
な
い
と
推
࡯
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
࿑

力
を
費
や
し
て
い
る
と
い
う

事
業
者
が
多
い
。

そ
れ
を
ཪ
付
け
る
よ
う
な

調
査
݁
果
が
あ
る
。
Ａ
͉
̾

わ
ば「
引
き
ࢉ
」
の
連
࠯
が

一
般
的
だ
ỳ
た
。
だ
が
今
後

は
、
実
運
送
事
業
者
が「
適

正
ݪ
価
を
継
続
的
に
下
回
ら

な
い
」
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

る
た
め
、
実
運
送
事
業
者
の

適
正
ݪ
価
に
自
社
の
Ϛ
ー
ジ

ン
を
加
え
る
と
い
う「
足
し

ࢉ
」
に
よ
る
取
引
構
造
と
な

る
。
ै
ỳ
て
、「
引
き
ࢉ
」か

ら「
足
し
ࢉ
」
へ
の
発
૝
స

׵
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
下

請
次
数
が
多
い
元
請
事
業
者

ほ
ど
、
同
じ
業
務
で
も
荷
主

に
請
求
す
る
運
௞
が
ߴ
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
݁

果
、
荷
主
ଆ
に
よ
る
元
請
事

業
者
の
選
別
が
進
む
こ
と
が

予
૝
さ
れ
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

̾
̿
（
ߓ
区
）が
９
月
29
日

に
公
表
し
た「
運
送
事
業
者

１
０
０
໊
のứ
実
運
送
体
制

管
理
฽
Ừ
運
用
実
ଶ
調
査
」

に
よ
る
と
、
実
運
送
体
制
管

理
฽
の
認
知
度
は
9ý
ˋ
だ
ỳ

た
。
こ
の
認
知
度
9ý
ˋ
と
い

う
数
ࣈ
を
、「
ਁ
ಁ
し
て
い

る
」
と
ଊ
え
る
か
、
あ
る
い

は「
同
調
査
は
施
行
か
ら
約

半
年
経
過
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
４
ˋ
の
事
業
者

が
実
運
送
体
制
管
理
฽
の
義

務
化
を
知
ら
な
い
」
と
ଊ
え

る
か
は
、
判
断
が
分
か
れ
る

と
こ
Ζ
で
あ
る
。

ま
た
、
荷
主
へ
の
提
出
経

ݧ
は
21
・
１
ˋ
に
と
ど
ま

る
と
い
う
。
先
般
、
荷
主
の

物
流
担
当
者
向
け
の
研
修
会

で
、
自
社
の
荷
物
が
実
際
に

୭
に
よ
ỳ
て
ど
の
よ
う
に
運

理
฽
を
確
認
し
て
い
な
か
ỳ

た
。
約
21
ˋ
と
い
う
調
査
݁

果
は
、
ෳ
数
あ
る
荷
主
の
う

ち
１
社
で
も
提
出
し
た
ら

「
提
出
」
と
回
答
し
た
݁
果

と
ࢥ
わ
れ
る
。

し
か
し
今
後
は
、
管
理
฽

の
提
出
を
求
め
る
荷
主
が
増

え
る
こ
と
が
予
૝
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、「
適
正
ݪ
価
」が
関

連
し
て
く
る
か
ら
だ
。
適
正

ݪ
価
の
施
行
時
期
は
ະ
定
だ

が
、荷
主
の
物
流
担
当
者
は
、

自
社
の
物
流
コ
ス
ト
に
Ө
ڹ

し
て
く
る
適
正
ݪ
価
に
ߴ
い

関
৺
を
࣋
ỳ
て
い
る
。

一
方
で
、
同
調
査
に
よ
る

と
、
実
運
送
事
業
者
が
元
請

事
業
者
に
対
し「ứ
実
運
送

事
業
者
情
報
Ừ
を
通
知
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

事
業
者
は
、
わ
ず
か
29
ˋ
に

と
ど
ま
ỳ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
گ
で
は
、
多
く
の
元
請
事

業
者
が
実
運
送
体
制
管
理
฽

の
作
成
に
難
ّ
す
る
の
も
当

વ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
来
年
４

月
か
ら「
委
託
次
数
の
制
限
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
元

請
事
業
者
は
実
運
送
体
制
管

理
฽
の
作
成
が
不
可
ܽ
と
な

る
。
再
委
託
回
数
は
２
回
以

内
が
౒
力
義
務
と
さ
れ
て
い

る
が
、
実
運
送
体
制
管
理
が

で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
委
託

次
数
の
実
ଶ
が
೺
Ѳ
で
き
な

い
か
ら
だ
。

同
時
に
、
元
請
事
業
者
に

は「
引
き
ࢉ
」か
ら「
足
し
ࢉ
」

へ
の
発
૝
の
స
׵
が
求
め
ら

れ
る
。
ै
来
の
多
૚
構
造
で

は
、
荷
主
と
元
請
事
業
者
が

ܖ
約
し
た
運
௞
か
ら
Ϛ
ー
ジ

ン
を
ࠩ
し
引
き
、
一
次
下
請

事
業
者
に
業
務
を
委
託
し
、

さ
ら
に
、
一
次
下
請
事
業
者

も
Ϛ
ー
ジ
ン
を
ࠩ
し
引
い
て

二
次
下
請
事
業
者
に
業
務
を

再
委
託
す
る
と
い
ỳ
た
、
い

ば
れ
て
い
る
か
を
೺
Ѳ
す
る

た
め
に
、
元
請
事
業
者
に
実

運
送
体
制
管
理
฽
の
提
出
を

求
め
た
か
を
ਘ
Ͷ
た
と
こ

Ζ
、
ほ
と
Μ
ど
の
荷
主
が
管

適正原価で管理簿作成を

引き算から足し算へ転換

委
託
次
数
制
限
来
年
４
月
施
行
に

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
՟
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
求
荷
求
車
情
報
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の

成
約
運
௞
指
数
に
よ
る
と
、

11
月
の
指
数
は
１
４
２

で
、
前
月
よ
り
５
⻲
、

前
年
同
月
を
２
⻲
そ
れ

ぞ
れ
上
回
ỳ
た
。

３
か
月
Ϳ
り
に
前
年
同
月

ൺ
を
上
回
り
、
ߴ
い
水
४
を

ҡ
࣋
し
て
い
る
。

荷
物
情
報（
求
車
）
登
࿥

件
数
は
17
万
１
４
５
３
件

で
、
前
年
同
月
ൺ
７
・
８
ˋ

減
গ
。
成
約
率
は
13
・
１
ˋ

で
同
０
・
７
⻲
減
গ
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
令
和

７
年
度「
事
故
防
止
対
策
支

援
推
進
事
業
」（
ඃ
֐
者
保
ޢ

増
進
等
事
業
費
補
ॿ
金
）と

し
て
、先
進
安
全
自
動
車（
Ａ

Ｓ
̫
）や
運
行
管
理
の
ߴ
度

化
に
資
す
る
ػ
ث
の
ಋ
入
、

社
内
安
全
ڭ
ҭ
の
実
施
、
健

߁
ى
Ҽ
事
故
防
止
へ
の
取
り

組
み
に
ಋ
入
補
ॿ
・
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

補
ॿ
金
事
務
局
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
が
運
Ӧ
。
申
請
受

付
期
間
は
、
令
和
８
年
１
月

30
日
午
後
５
時
ま
で（
先
着

・ॱ予
ࢉ
に
ୡ
し
次
第
終
了
）。

補
ॿ
対
象
は
、
一
般
・
特

定
՟
物
自
動
車
運
送
事
業
者

に
֘
当
す
る
中
小
企
業
者
、

お
よ
び
リ
ー
ス
事
業
者
。
各

装
置
は
い
ず
れ
も
７
年
４
月

１
日
か
ら
８
年
１
月
30
日
ま

で
に
ߪ
入
・
支
払
い
が
終
了

し
て
い
る
も
の
が
対
象
。
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
を
対
象
と
し

た
補
ॿ
内
容
は
、次
の
通
り
。

˗
運
行
管
理
の
ߴ
度
化

支
援（
国
交
大
臣
が
選

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、第
１
３
１
回「
ト

ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
景
گ

ײ
」
調
査
݁

果（
令
和
７

年
７
～
９
月

期
、
଎
報
）

定
し
た
ػ
ث
が
対
象
）

▽
補
ॿ
率
＝
ػ
ث
ಋ
入
経

費
の
３
分
の
１（
保
有
車
両

数
が
��
両
ະ
ຬ
で
ॳ
ಋ
入
は

２
分
の
１
）

▽
対
象
ػ
ث
／
１
台
当
た

り
限
度
ֹ

①
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
࿥

計
／
車
ࡌ
ث
３
万
ԁ
、
事
務

所
用
ػ
ث
10
万
ԁ

②
ө
૾
記
࿥
型
／
車
ࡌ
ث

１
万
ԁ
、
事
務
所
用
ػ
ث
３

万
ԁ③

一
体
型
／
車
ࡌ
ث
４
万

ԁ
、事
務
所
用
ػ
ث
13
万
ԁ

④
通
信
ػ
能
付
き
一
体
型

／
車
ࡌ
ث
10
万
ԁ
、
事
業
所

用
ػ
ث
13
万
ԁ

▽
１
事
業
者
当
た
り
上
限

ֹ
＝
ÿ0
万
ԁ（
た
だ
し
、
前

記
④
を
ؚ
め
て
ߪ
入
し
た
場

合
は
１
２
０
万
ԁ
）

˗
社
内
安
全
ڭ
ҭ
の
実
施
に

対
す
る
支
援（
国
交
大
臣
が

認
定
し
た
コ
ン
α
ル
テ
ィ
ン

グ
ϝ
χ
ỿ
ー
が
対
象
）

▽
補
ॿ
率
＝
コ
ン
α
ル
利

用
経
費
の
３
分
の
１

▽
１
事
業
者
当
た
り
上
限

ֹ
＝
１
０
０
万
ԁ

˗
健
߁
ى
Ҽ
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
支
援

▽
補
ॿ
率
＝
２
分
の
１

▽
補
ॿ
対
象
＝
①
ਭ
຾

時
無
呼
ٵ
঱
ީ
）܈
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ
検
査
、
②

೴
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
਍（
಄
部
Ｍ
Ｒ

Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
）、
③
௒

音
೾
検
査（
ᰍ
動
・຺ෲ
部
）、

Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査（
࢛
ࢶ
݂
ѹ
຺

೾
検
査
）、
୯
७
Ｃ
Ｔ
検
査

（
ڳ
部
・
ෲ
部
）、
④
ࢹ
野
障

֐
検
査（
ࢹ
力・؟
底・؟
ѹ
）

に
係
る
経
費

※
①
～
④
に
お
い
て
検
査

ػ
関
、
ҩ
ྍ
ػ
関
が
実
施
す

る
検
査
の
う
ち
、
健
߁
保
ݥ

適
用
外
で
あ
る
も
の
に
限
る

▽
１
事
業
者
当
た
り
上
限

ֹ
＝
50
万
ԁ

申
請
は
、
令
和
７
年
度
ඃ

֐
者
保
ޢ
増
進
等
事
業
費
補

ॿ
金
事
務
局
が
開
設
す
る
、

申
請
ポ
ー
タ
ル
α
イ
ト
で
受

け
付
け
て
い
る
。
ৄ
ࡉ
は
、

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
র
。

指
ඪ
は
（̊
Ϛ
イ
ナ
ス
）24
・

１
と
、
前
回
調
査（
７
年
４

～
６
月
期
）よ
り
４
・
１
⻲

悪
化
し
た（
以
下
、
指
ඪ
の

動
向
は
前
回
調
査
ൺ
）。

実
ಇ
率
は
˚
５
・３
で
２・

６
⻲
、
実
車
率
は
˚
７
・
１

で
４・０
⻲
そ
れ
ぞ
れ
悪
化
。

運
స
者
の
࠾
用
動
向
は
˚

32
・
０
で
２
・
６
⻲
低
下
し
、

同
ޏ
用
動
向（
࿑
ಇ
力
の
不

足
ײ
）は
95
・
７
で
３
・
２

⻲
上
ঢ
し
、
࿑
ಇ
力
の
不
足

ײ
が
ߴ
ま
ỳ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
گ
を
൓
ө
し
、
経

常
ଛ
ӹ
は
˚
2ÿ
・
３
で
３
・

５
⻲
悪
化
し
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

՟
物
で
は
輸
送
数
量
は
˚

14
・
９
で
５
・
０
⻲
悪
化
、

運
௞
・
料
金
の
水
४
も
15
・

９
で
５
・
１
⻲
悪
化
。
こ

れ
に
൐
い
、
Ӧ
業
ऩ
入
は
˚

11
・
３
で
５
・
７
⻲
低
下
し
、

Ӧ
業
利
ӹ
も
˚
37・９
で
２・

３
⻲
悪
化
し
た
。

特
積
՟
物
で
は
、
輸
送
数

量
が
12
・
８
で
２
・
１
⻲
改

善
し
た
が
、
運
௞
・
料
金
の

水
४
が
22
・
１
で
３
・
２
⻲

悪
化
。
そ
れ
で
も
、
Ӧ
業
ऩ

入
は
10
・
５
で
３
・
２
⻲
の

改
善
と
な
ỳ
た
。
Ӧ
業
利
ӹ

も
˚
２
・
４
で
６
・
４
⻲
改

善
し
た
。

今
後
の
ݟ
通
し
は
、
事
業

環
境
の
不
ಁ
明
ײ
や
ਓ
ࡐ
不

足
、
物
価
上
ঢ
な
ど
を
৫
り

込
み
、
景
گ
ײ
の
指
ඪ
は
˚

29
・
４
で
今
回
調
査
ൺ
５
・

３
⻲
悪
化
す
る
ݟ
込
み（
以

下
、指
ඪ
の
動
向
は
今
回
ൺ
）。

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
一
般
՟
物
の
輸
送
数
量

減
গ
、
燃
料
価
格
の
ߴ
止
ま

り
や
物
価
ߴ
に
よ
る
運
送
ݪ

価
の
上
ঢ
分
を
十
分
に
స
Շ

で
き
ず
、
Ӧ
業
利
ӹ
・
経
常

利
ӹ
は
悪
化
܏
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
景
گ
ײ
の
判
断

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

՟
物
で
は
輸
送
数
量
が
˚

19
・
２
で
４
・
３
⻲
、運
௞
・

料
金
の
水
४
は
12
・
０
で

３
・
９
⻲
そ
れ
ぞ
れ
悪
化
。

こ
れ
に
൐
い
、
Ӧ
業
ऩ
入
も

˚
13
・
７
で
２
・
４
⻲
の
悪

化
と
な
り
、
Ӧ
業
利
ӹ
は
˚

39
・
４
と
１
・
５
⻲
悪
化
す

資
ݯ
エ
ω
ル
Ϊ
ー
庁
は

11
月
27
日
、
石
༉
製
品
価
格

調
査（
25
日
時
点
）の
݁
果

を
公
表
し
た
。
ܰ
༉
の
全
国

店
಄
現
金
小
ച
価
格
は
１
４

９・２
ԁ
／
Ἄ
で
前
ि
ൺ
０・

８
ԁ
஋
下
が
り
し
た
。
東
京

る
ݟ
込
み
。

一
方
、
特
積
՟
物
で
は
輸

送
数
量
が
15
・
２
で
２
・
４

⻲
改
善
、
運
௞
・
料
金
の
水

४
が
20
・
２
で
１
・
９
⻲
悪

化
す
る
も
の
の
、
Ӧ
業
ऩ
入

は
12・
５
で
２・
０
⻲
、Ӧ
業

利
ӹ
は
８
・
２
で
10
・
６
⻲

そ
れ
ぞ
れ
改
善
す
る
ݟ
込
み
。

は
１
５
３
・
３
ԁ
／
Ἄ
で
同

２
・
６
ԁ
の
஋
下
が
り
と
な

ỳ
た
。
全
国
平
ۉ
で
１
４
０

ԁ
台
と
な
る
の
は
、
令
和
５

年
６
月
12
日
調
査
以
来
、
２

年
５
か
月
Ϳ
り
と
な
る
。

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

11
月
は
１
４
２
に

前
年
比
２
㌽
上
昇

全 ト 協
೔՟協࿈

̖
̨
̫
ػ
ث
ಋ
ೖ
අ
ʹ
ิ
ॿ

ӡ
௞
・
ྉ
ۚ
ѱ
Խ
܏
向
ଓ
͘

༌
ૹ
ྔ
͸
Ұ
ൠ
ݮ
ỏ
ಛ
ੵ
૿

ӡ
ߦ
管
理
ͷ
ߴ
度
Խ
΁
ࢧ
ԉ

ࣄ
ނ
๷
ࢭ
ର
ࡦ
ࢧ
ԉ

̓
೥
౓

国交省

全ト協
景況感調査

ʙ̓̕ ظ݄

エωி

શ
ࠃ
ฏ
ۉ
̍
̐
̕
・
̎
ԁ
ʹ

̎
೥
̑
͔
݄
Ϳ
Γ
ͷ
ਫ
४
΁
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øþ
೔

東
ト
協
チ
Ỿ
リ
テ
ィ

ー
ΰ
ル
フ
大
会
▽
特
殊
車

両
通
行
確
認
制
度
オ
ン
ラ

イ
ン
講
श
会

øÿ
೔

安
全
ੑ
優
良
事
業
所

関
東
運
輸
局
長
表
彰
式

øĀ
೔

安
全
ੑ
優
良
事
業
所

東
京
運
輸
支
局
長
表
彰
式

▽
海
上
コ
ン
テ
ナ
ઐ
門
部

会
役
員
会
▽
੨
年
部
正
෭

本
部
長
会
▽
陸
運
関
係
ै

事
者（
中
間
管
理
者
）・
運

行
管
理
者
・
整
備
管
理
者

東
京
運
輸
支
局
長
表
彰
式

ù÷
೔

੨
年
部
海
外
研
修

（
～
24
日
）

ùø
೔

物
流
政
策
委
員
会

ùü
೔

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
た
め
の
̙
Ｘ
推

進
η
ϛ
ナ
ー
▽
引
越
ઐ
門

部
会
正
෭
部
会
長
会
▽
ロ

ジ
研
正
෭
本
部
長
会
議
・

װ
事
会
合
同
会
議

øü
೔
 

1ý
時
＝
生
コ
ン
ઐ

門
部
会
役
員
会（
東
ト
総

合
会
ؗ
）

øý
೔
 

14
時
＝
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
等
に
関
す
る

説
明
会（
東
ト
総
合
会
ؗ

／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

øÿ
೔
 

15
時
＝
支
部
長
会

（
第
一
ホ
テ
ル
東
京
／
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
）
˝
1ÿ
時
＝
同

࠙
਌
会（
第
一
ホ
テ
ル
東

京
）

ừ
11
݄
16
Ỗ
30
೔
Ử

ừ
12
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
ߥ
઒
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
式
会
社
大
ٱ
保
＝
ߥ

川
区
東
日
฻
ཬ
１
の
40
の
５

▽
☎
03
・
３
８
９
１
・
１
１

８
８
▽
一
般
՟
物
運
送（
普

通
車
５
台
）、利
用
運
送

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

˗
൧
੝
運
輸
ג
式
会
社
＝

国
立
ࢢ
ઘ
４
の
17
の
１
▽
☎

０
４
２
・
５
７
３
・
４
７
７

９
▽
一
般
՟
物
運
送（
普
通

車
10
台
）、利
用
運
送

ùý
೔

運
輸
安
全
委
員
会
▽

੨
年
部
װ
事
会

ùþ
೔

次
ੈ
代
ト
ラ
ッ
ク
の

普
及
促
進
に
向
け
た
Ｅ
̫

ト
ラ
ッ
ク
説
明
会

ùÿ
೔

事
務
長
連
བྷ
会
研
修

会
▽
支
部
事
務
局
৬
員
事

業
研
修
会

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
協
会
物

流
政
策
委
員
会（
三
村
Ғ
一

࿠
委
員
長
）は
11
月
21
日
、

東
ト
総
合
会
ؗ
で
令
和
７
年

度
第
１
回
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ

併
用
）を
開
催
し
、
ॿ
成
金

の
申
請
状
گ
の
中
間
実
੷
を

報
ࠂ
。
ඪ
४
的
運
௞
の
活
用

状
گ
に
関
す
る
Ξ
ン
έ
ー
ト

調
査
݁
果
、
ற
車
規
制
の
ݟ

௚
し
に
関
す
る
Ξ
ン
έ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て
審
議
す
る
と

「
ඪ
४
的
運
௞
の
活
用
状

گ
に
関
す
る
Ξ
ン
έ
ー
ト
調

査
」
は
、
調
査
期
間
を
８
月

６
日
か
ら
2ý
日
ま
で
と
し
、

有
効
回
答
数
２
９
１
件
を
取

り
ま
と
め
た
。

調
査
݁
果
に
よ
る
と
、
ඪ

४
的
運
௞
の
理
解
度
は
、「
金

ֹ
や
ݪ
価
計
ࢉ
の
方
法
を
理

解
し
て
い
る
」
と「
金
ֹ
の

み
理
解
し
て
い
る
」
を
あ
わ

せ
て
、
ÿÿ
・
３
ˋ
がứ
理
解

し
て
い
る
Ừ状
گ
に
あ
る
。

運
௞
交
渉
の
݁
果
で
は
、

「
ر
๬
ֹ
を
ऩ
受
で
き
た
」

が
22
・
６
ˋ
、「
ر
๬
ֹ
で

は
な
い
が
、
一
部
ऩ
受
で
き

た
」
が
ý7
・
５
ˋ
で
、
あ
わ

と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、ҙ
ݟ
を
交
׵
し
た
。

๯
಄
、三
村
委
員
長
が「
委

員
会
で
は
、
ற
車
問
୊
、
࿑

ಇ
力
確
保
、
適
正
な
運
௞
・

料
金
ऩ
受
の
各
対
策
に
つ
い

て
取
り
組
Μ
で
き
た
。
特
に

適
正
な
運
௞
・
料
金
ऩ
受
対

策
を
、
最
重
要
事
項
と
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
水
野
ޭ
会

長
が
ἔ
ඪ
४
的
運
௞
の
ಧ
出

せ
て
90
・
１
ˋ
がứ
ऩ
受
で

き
た
Ừ
と
な
ỳ
た（
ά
ϥ
ϑ

ᶃ
）。ドラ

イ
バ
ー
の
௞
上
͛

の
状
گ
で
は
、「
運
௞
஋
上

が
荷
主
と
の
運
௞
交
渉
で
෢

ث
に
な
り
、
運
௞
・
料
金
ऩ

受
が
改
善
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
処
۰
改
善
に
つ
な
が

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

ಧ
出
が
必
要
ἕと
し
、
会
員

事
業
者
の
ಧ
出
促
進
に
強
力

に
取
り
組
Μ
で
き
た
と
説

明
。「
օ
༷
の
協
力
に
よ
り
、

会
員
の
ಧ
出
率
は
目
ඪ
の
95

ˋ
を
ୡ
成
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ಧ
出
を
し
た
だ
け
で

ඪ
४
的
運
௞
が
ऩ
受
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
。
本
日
、
現

状
೺
Ѳ
を
目
的
と
し
た
Ξ
ン

έ
ー
ト
調
査
݁
果
を
報
ࠂ
す

る
と
と
も
に
、
次
に
ଧ
つ
ख

を
議
࿦
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
が
制
定
さ
れ
、
必
要

な
法
制
上
の
措
置
な
ど
を
検

౼
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
業

界
の
ҙ
ݟ
を
取
り
ま
と
め
、

ૌ
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

͛
を
ݪ
資
と
し
て
実
施
」
が

ýÿ
・
０
ˋ
、「
஋
上
͛
は
な

か
ỳ
た
が
実
施
」
が
13
・
７

ˋ
に
対
し
て
、「
஋
上
͛
は

あ
ỳ
た
も
の
の
実
施
し
て
い

だ
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、

ঁ
ੑ
・
உ
ੑ
ド

ラ
イ
バ
ー
໔
ڐ
取
得
ॿ
成
、

「
ಇ
き
や
す
い
৬
場
認
証
制

度
」取
得
費
用
ॿ
成
、ए
年
ド

ラ
イ
バ
ー
等
確
保
の
た
め
の

運
స
໔
ڐ
取
得
支
援
ॿ
成
事

業（
全
ト
協
）、業
界
別
ਓ
ࡐ

確
保
強
化
ۓ
急
支
援
事
業

（
東
京
し
ご
と
財
団
）の
中

間
実
੷
を
報
ࠂ
。
உ
ੑ
ド
ラ

イ
バ
ー
の
໔
ڐ
新
規
取
得
や

東
京
し
ご
と
財
団
の
支
援
事

業
へ
の
申
請
が
多
い
。

ま
た
、
運
௞
・
料
金
適
正

化
検
౼
小
委
員
会（
委
員
長・

下
川
ޛ
物
流
政
策
෭
委
員

長
）が
実
施
し
た「
ඪ
४
的

運
௞
の
活
用
状
گ
に
関
す
る

Ξ
ン
έ
ー
ト
調
査
݁
果
」（
ผ

ܝ
参
照
）に
つ
い
て
報
ࠂ
。

݁
果
で
は
、
ඪ
४
的
運
௞
の

理
解
度
が
ਁ
ಁ
し
、
荷
主
と

の
運
௞
交
渉
の
݁
果
、
運
௞

ऩ
受
は
進
ల
し
て
い
る
が
、

ر
๬
ֹ
に
は
ࢸ
ら
な
い
状
گ

な
い
」
が
10
・
３
ˋ
と
な
ỳ

た（
ά
ϥ
ϑ
ᶄ
）。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ॆ
足
状
گ

で
は
、「
ඇ
常
に
足
り
な
い
」

が
21
・
３
ˋ
、「
や
や
足
り

な
い
」が
50
・
９
ˋ
で
、ứ
不

足
Ừ
が
72
・
２
ˋ
を
占
め
る

東
ト
協
は
令

和
８
年
１
月
31

日
と
２
月
７

日
、
令
和
７
年

度
第
２
回「
運

行
管
理
者
ࢼ
ݧ

事
前
講
श
会
」

を
実
施
す
る
。

各
日
と
も
講
श

時
間
は
午
前
８

時
50
分
～
午
後

４
時
45
分
ま

で
。
会
場
は
、
東
ト
総
合
会

ؗ
７
階
大
会
議
室
。

受
講
対
象
は
、
会
員
事
業

者
で
౎
内
Ӧ
業
所
に
所
ଐ

し
、
今
年
度
第
２
回
運
管
ࢼ

）ݧ
՟
物
／
８
年
２
月
14
日

～
３
月
15
日
実
施
）の
受
ݧ

予
定
者
。

申
込
期
間
は
、
12
月
17
日

午
前
10
時
か
ら
８
年
１
月
23

日
お
よ
び
30
日
の
各
午
後
５

時
ま
で（
先
着
ॱ
、
定
員
に

ୡ
し
次
第
、
受
付
終
了
）。

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝

Ｐ
）の「
受
講
予
約
申
込
み

ペ
ー
ジ
」か
ら
申
し
込
む
。

定
員
は
各
講
࠲
と
も
90

ਓ
。
受
講
料
は
無
料（
別
్

テ
Ω
ス
ト
代
が
必
要
・
当
日

௃
ऩ
）。
講
श
内
容
と
講
ࢣ

は
次
の
通
り
。

①
運
行
管
理
者
ࢼ
）ݧ
՟

物
）
対
策
講
श
＝
ࢼ
ݧ
の
܏

向
を
分
ੳ
し
て
、
出
୊
頻
度

の
ߴ
い
問
୊
を
中
৺
に
解
説

す
る
、
ポ
イ
ン
ト
を
ߜ
ỳ
た

講
श
／
Ｎ
Ｘ
総
合
研
ڀ
所
の

౉
ᬑ
߁
二
氏（
テ
Ω
ス
ト
代

１
５
０
０
ԁ
・
੫
込
み
）

②
໛
ٖ
ࢼ
ݧ
ˍ
௚
前
対
策

講
）࠲
２
部
構
成
）
＝
１
部

は
独
自
予
૝
の
໛
ٖ
ࢼ
ݧ
と

そ
の
ৄ
ࡉ
な
解
説
、
２
部
は

重
要
ポ
イ
ン
ト
ڭ
ࡐ
に
よ
る

講
義
の
௚
前
対
策
講
࠲
／
Ｗ

Ｉ
Ｎ
̜
ジ
Ỿ
パ
ン
特
定
社
会

保
ݥ
࿑
務
士
・
行
政
書
士
の

ࢁ
田
信
޹
氏（
テ
Ω
ス
ト
代

３
０
０
０
ԁ
・
੫
込
み
）

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
̝
Ｐ
を

参
র
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

に
あ
る
。
今
後
は
改
正
法
や

新
法
へ
の
対
応
な
ど
、
現
状

を
౿
ま
え
た
次
の
一
ख
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
会
員
事
業

者
の
さ
ら
な
る
理
解
と
運
௞

交
渉
が
必
要
と
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、「
適
正
ݪ
価

管
理
の
実
現
に
向
け
た
ඪ
४

的
運
௞
活
用
η
ϛ
ナ
ー
」
を

12
月
２
・
３
日
に
開
催
す
る

と
し
た
。

続
い
て
、「
՟
物
集
配
中

の
車
両
に
係
る
ற
車
規
制
の

ݟ
௚
し
に
関
す
る
Ξ
ン
έ
ー

ト
調
査
」（
̍
໘
参
照
）に
つ

い
て
審
議
。
ற
車
࿮
は
元
年

度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
֦

大
さ
れ
た
が
、
荷
さ
ば
き
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
で
は
な
く
、

今
年
度
以
降
の
ற
車
場
所
֦

大
の
要
๬
に
向
け
て
Ξ
ン
έ

ー
ト
を
実
施
し
、
ܯ
ࢹ
庁
へ

要
๬
書
を
提
出
す
る
方
針
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
な
ど
に
つ
い
て
説

明
ڐ。
可
更
新
制
度
の
ಋ
入
、

「
適
正
ݪ
価
」
を
下
回
る
運

（
ά
ϥ
ϑ
ᶅ
）。

燃
料
α
ー
チ
Ỿ
ー
ジ
の
ऩ

受
状
گ
で
は
、ứ
ऩ
受
し
て

い
る
Ừ
が
4ý
・
０
ˋ
と
な
る

一
方
で
、「
ऩ
受
し
て
い
な

い
」
が
52
・
２
ˋ
と
過
半
数

を
௒
え
て
い
る（
ά
ϥ
ϑ
ᶆ
）。

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
12
月
１
日
）

࠾
用
＝
業
務
部
次
長
、
ࢁ

口
裕
介

東
ト
協
は
令
和
８
年
２
月

14
・
15
日（
土
・
日
曜
日
）、

令
和
７
年
度
第
３
回「
本
部

集
団
健
਍
」（
定
期
健
߁
਍

断
）を
実
施
す
る（
ຊ
号
ʹ
ν

ϥ
γ
Λ
ಉ
෧
）。

受
਍
対
象
は
、
東
ト
協
会

員
事
業
所
に
在
੶
す
る
ै
業

員
。定
期
健
਍
項
目
の
ほ
か
、

؟
底
検
査
・
大
௎
が
Μ
検
਍

の
受
਍
も
可
能
。

申
し
込
み
は
８
年

１
月
13
日
ま
で（
受

਍
࿮
に
ۭ
き
が
あ
る

場
合
、
受
付
期
間
以

降
も
受
け
付
け
る
）。

日
程
は
、
ݪ
ଇ
と
し

て
ද
の
通
り
。
２
日

間
合
計
で
10
の
時
間

ଳ
別
に
各
40
ਓ（
ᶈ

の
み
20
ਓ
）、
各
時

間
ଳ
に
つ
き
１
事
業

者
10
໊
ま
で
申
し

込
み
が
可
能
。

申
し
込
み
は
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の「
申
込
フ

ォ
ー
ム
」
か
ら
行

う
。会

場
は
東
ト
総

合
会
ؗ
、
受
付
は

１
階
ロ
ビ
ー
に
て
。
会
場
で

は
Ϛ
ス
ク
の
着
用
、
ख
指
の

消
ಟ
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
各
時
間
ଳ
の
受
付
開

始
௚
後
は
ロ
ビ
ー
が
ࠞ
ࡶ
す

る
た
め
、
受
付
時
間
内
で
の

分
ࢄ
に
よ
る
来
ؗ
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

本
部
集
団
健
਍
は
、
定
期

健
਍
受
਍
率
向
上
対
策
の
一

環
と
し
て
、
各
支
部
に
お
け

る
集
団
健
਍
を
補
׬
す
る
ܗ

で
実
施
し
て
い
る
も
の
。
東

ト
協
で
は
定
期
健
਍
の
受
਍

促
進
を
図
る
た
め
、７
年
度

「
健
߁
਍
断
ॿ
成
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
一
定
の
৚

件
に
よ
り
受
਍
費
用
の
一
部

と
し
て
１
ਓ
当
た
り
２
０
０

０
ԁ
を
ॿ
成
し
て
い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
（̜
☎

03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
）

௞
お
よ
び
料
金
の
制
限
、
委

託
次
数
の
制
限
、ҧ
法
な「
ന

ト
ラ
」
に
係
る
荷
主
な
ど
の

取
り
締
ま
り
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
۩
体
的
な
省
令
な
ど

は
現
在
検
౼
中
で
、
新
た
な

規
制
や
義
務
な
ど
へ
の
対
応

に
つ
い
て
各
委
員
で
支
部
の

ҙ
ݟ
を
取
り
ま
と
め
、
協
会

と
し
て
上
申
す
る
こ
と
が
必

要
と
確
認
し
た
。
三
村
委
員

長
は
、「
新
法
施
行
前
の
今

こ
そ
、ἔ
こ
う
し
て
ほ
し
い
、

こ
う
し
て
ほ
し
く
な
い
ἕな

ど
、
各
事
業
者
の
ҙ
ݟ
を
Ϳ

つ
け
て
、
検
౼
し
て
も
ら
わ

Ͷ
ば
な
ら
な
い
。
օ
༷
か
ら

の
ҙ
ݟ
を
集
約
し
、
協
会
と

し
て
ૌ
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

◆健診開催日時◆

令和８年 2月14日（土） 2月15日（日）

① 8時30分～ 9時30分 ⑦ 8時30分～ 9時30分

② 9時30分～10時30分 ⑧ 9時30分～10時30分

③10時30分～11時30分 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※申し込みは原則、時間帯別
とし、①～⑩のいずれかの
枠で。定員は各時間帯とも
40人、⑥のみ20人。⑥15時30分～16時00分

無回答
0.3%（1）
無回答
0.3%（1）

無回答 1.0%（3）無回答 1.0%（3）

無回答 0.3%（1）無回答 0.3%（1）

値上げはなく賃上げもしていない
　　　　7.6%（22）

値上げはなく賃上げもしていない
　　　　7.6%（22）

値上げは
なかったが実施
13.7%（40）

値上げは
なかったが実施
13.7%（40）

運賃値上げを
原資として実施
68.0%（198）

運賃値上げを
原資として実施
68.0%（198）

値上げはあった
ものの実施して
いない
10.3%（30）

値上げはあった
ものの実施して
いない
10.3%（30）

非常に足りない
21.3%（62）
非常に足りない
21.3%（62）おおむね足りている

24.4%（71）
おおむね足りている

24.4%（71）

完全に足りている
2.4%（7）

完全に足りている
2.4%（7）

௞্͛ͷঢ়گ

υϥΠόʔॆ଍ঢ়گ

やや足りない
50.9%（148）
やや足りない
50.9%（148）

知らなかった・
初めて聞いた
1.4%（4）

知らなかった・
初めて聞いた
1.4%（4） 一部取引先から

収受している
38.8%（113）

一部取引先から
収受している
38.8%（113）収受していない

52.2%（152）
収受していない
52.2%（152）

೩ྉαʔνϟʔδͷऩडঢ়گ

無回答 2.9%（7）無回答 2.9%（7）
交渉自体に応じて
もらえなかった

2.1%（5）

交渉自体に応じて
もらえなかった

2.1%（5） 希望額を
収受できた
22.6%（55）

希望額を
収受できた
22.6%（55）

希望額ではないが、
一部収受できた
67.5%（164）

希望額ではないが、
一部収受できた
67.5%（164）

変わらなかった
4.9%（12）

変わらなかった
4.9%（12）

値下げにあった 0.0%（0）値下げにあった 0.0%（0）
ӡ௞ަবͷ݁Ռ （カッコ内回答数）

（カッコ内回答数）

（カッコ内回答数）

（カッコ内回答数）

すべての取引先
から収受している
7.2%（21）

すべての取引先
から収受している
7.2%（21）

グラフ①

グラフ②

グラフ③

グラフ④

n=
291

n=
243

n=
291

n=
291

標準的運賃は次の一手へ
৽๏対Ԡ΁ҙݟをू໿

東
τ
ڠ
物
流
政
策
委
員
会

８
年
２
月
øû
・
øü
日
実
施

̍
ਓ
̎
̌
̌
̌
ԁ
ॿ
੒

ඪ
४
త
ӡ
௞
ͷ
׆
༻
ঢ়
گ
に
ؔ
͢
Δ
Ξ
ϯ
έ
ồ
ト
ௐ
ࠪ

申
込
受
付
12
月
17
日
か
ら

申し込み８年１月13日まで

本
部
集
団
健
診

東
τ
ڠ

第
３
回

運管試験事前講習会౦ト協
ୈ̎ճ
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部
ত
ਓ
෭
支
部
長
が「
成
立

し
た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

は
、
法
を
क
る
こ
と
で
会
社

の
経
Ӧ
や
ै
業
員
の
޾
せ
に

つ
な
が
る
も
の
だ
。
新
法
へ

の
対
応
に
は
、
課
୊
を
৐
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

も
あ
る
が
、
し
ỳ
か
り
業
務

に
取
り
組
Μ
で
ほ
し
い
」
と

ด
会
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

東
ト
協
は
11
月
25
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
東
ト
総
合
会
ؗ

東
ト
協
新
॓
支
部（
大
ౡ

໻
一
支
部
長
）・
中
野
支
部

（
඀
田
政
ਓ
支
部
長
）・
ਿ
ฒ

支
部（
੢
੣
支
部
長
）は
11

月
1ÿ
日
、
東
ト
総
合
会
ؗ
４

階
会
議
室
で
合
同
講
श
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
開
催
。

あ
い
お
い
χ
ッ
η
イ
同
和
ଛ

保
Ｍ
Ｓ
ˍ
Ａ
̙
経
Ӧ
α
ポ
ー

ト
η
ン
タ
ー
経
Ӧ
リ
ス
ク
Ξ

ド
バ
イ
ザ
ー
の
෌
Ӭ
߶
生

氏
が「
ト
ラ
ッ
ク
新

法
の
成
立
を
受
け
て

ܹ
変
す
る
運
送
業
界

を
উ
ち
ൈ
く
た
め
に

ứ
物
流
関
連
二
法
Ừ
の

ポ
イ
ン
ト
解
説
」
と
୊

し
て
講
ԋ
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、

ਿ
ฒ
支
部
の
੢
支
部
長
が

「
զ
ʑ
物
流
業
界
で
は
、
՟

物
自
動
車
運
送
事
業
法
と
物

流
効
率
化
法
の
改
正
に
൐

い
、
事
業
所
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
۰
改
善
や
効
率
的
か
つ

安
全
な
物
流
体
制
を
実
現
す

る
た
め
、
౒
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
荷
主
と

も
協
力
し
、
良
޷
な
環
境
を

作
ỳ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

෌
Ӭ
氏
は
、
改
正「
物
流

関
連
法
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
荷
主
・
物
流
事
業
者
に

対
す
る
規
制
的
措
置（
物
効

法
）、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

東
ト
協
ঁ
ੑ
部

（
ݪ
ྰ
ࢠ
本
部
長
）

は
11
月
14
・
15
日
、

令
和
７
年
度「
ঁ

ੑ
経
Ӧ
者
研
修
ݟ

ֶ
会
」を
実
施
し
、

ਆ
ಸ
川
県
ް
໦
ࢢ

の
日
本
フ
ル
ϋ
ー

フ
ް
໦
本
社
工
場
と
、
オ
イ

シ
ッ
ク
ス
・
ラ
・
大
地
の
Ｏ

Ｒ
̙
ް
໦
ྫྷ
ౚ
ス
テ
ー
シ
ἀ

ン
の
物
流
関
連
２
施
設
を
ࢹ

࡯
。
14
日
午
後
に
は
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
ঁ
ੑ
協
議
会（
ݪ
ྰ
ࢠ

取
引
に
対
す
る
規
制
的
措
置

（
ト
ラ
ッ
ク
法
）、
ܰ
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
に
対
す
る
規
制
的

措
置（
ト
ラ
ッ
ク
法
）に
つ

い
て
、「
い
つ
、
୭
が
、
Կ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

押
さ
え
て
お
く
べ
き
と
指

摘
。
物
流
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
荷
主
と
と
も
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
が
多
く
、
課
୊

の
解
決
に
つ
な
͛
る
た
め
、

̙
Ｘ
化
へ
の
対
応
が
必
要
と

説
明
し
た
。

ま
た
、
運
送
ܖ
約
締
݁
時

な
ど
の
書
໘
交
付
義
務
や
、

実
運
送
体
制
管
理
฽
の
作
成

義
務
へ
の
対
応
に
つ
い
て
解

説
し
、
事
業
者
の
取
り
組
み

内
容
を
紹
介
し
た
。

会
長
）
主
催
の
研
修
会
・

交
流
会
に
参
加
し
、
関
東

１
౎
４
県
の
ঁ
ੑ
組
৫
と

交
流
を
図
ỳ
た
。

ݟ
ֶ
会
に
は
内
田
ᚙ

ࢠ
・
౻
井
ઍ
ࢬ
ࢠ
・
౻
田

༝
ඒ
ࢠ
・
٢
田
ѥ
ل
・
土

԰
明
ࢠ
各
෭
本
部
長
を
は

じ
め
、
ঁ
ੑ
部
会
員
14
ਓ

で
令
和
７
年
度「
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

̙
Ｘ
推
進
η
ϛ
ナ
ー
」
を
開

さ
ら
に
、
今
後
の
法
改
正

と
な
る
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
の
概
要
に
つ
い
て
、
現
在

の
情
報
や
、
ି
੾
バ
ス
事
業

の
事
ྫ
な
ど
か
ら
説
明
。
安

全
管
理
・
࿑
務
管
理
・
財
務

管
理
の
重
要
ੑ
が
増
す
と
指

摘
し
、
物
流
関
連
法
へ
の
対

応
が
必
要
と
し
た
。

最
後
に
、
ਿ
ฒ
支
部
の
Ԭ

ド
製
品
を
ख
が

け
て
い
る
。
担

当
者
か
ら
製
造

工
程
や
品
質
管

理
体
制
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
参
加
者
は
車
体
࢓
༷
が

運
送
現
場
の
安
全
ੑ
や
効
率

ੑ
に
௚
݁
す
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
た
。

ཌ
15
日
は
、
ྫྷ
ౚ
品
物
流

に
特
化
し
た
最
先
端
ڌ
点
で

あ
る
Ｏ
Ｒ
̙
ް
໦
ྫྷ
ౚ
ス
テ

ー
シ
ἀ
ン
を
ݟ
（ֶ
写
真
）。

同
施
設
は
、
自
動
૔
庫
と
ϐ

ッ
Ω
ン
グ
・
ࠝ
แ
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
連
動
さ
せ
た
Ϛ
テ
ϋ

ン
を
全
໘
活
用
し
、
ྫྷ
ౚ
環

境
で
も
省
ਓ
化
と
࿑
ಇ
負
荷

ܰ
減
を
実
現
し
て
い
る
。
生

࢈
ੑ
は
ै
来
の
３
ഒ
に
向
上

し
、
開
設
１
年
で
安
定
Ք
ಇ

を
ୡ
成
し
た
と
い
う
。
ࢹ
࡯

で
は
、
ྫྷ
ౚ
環
境
下
で
の
効

率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ἀ
ン
や

自
動
化
設
備
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
日
間
を
通
じ
て
、
参
加

者
は
車
両
製
造
か
ら
ྫྷ
ౚ
物

流
ま
で
、
現
場
の
最
新
動
向

と
課
୊
へ
の
取
り
組
み
を
෯

޿
く
ֶ
Μ
だ
。

ঁ
ੑ
部
で
は
、
今
後
も
こ

う
し
た
研
修
を
通
じ
て
会
員

間
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
業
界
全
体
の
発
ల
に
つ

な
が
る
知
ݟ
を
共
有
し
て
い

く
考
え
だ
。

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運

輸
安
全
委
員
会（
৿
本
উ
໵

委
員
長
）は
11
月
2ý
日
、
東

ト
総
合
会
ؗ
で
令
和
７
年
度

第
２
回
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
た
。

๯
಄
、
৿
本
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
年
末
に
か
け

て
道
路
交
通
の
᫔;

く
そ
う᫓
と
と
も

に
、
事
故
が
多
発
す
る
܏
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
故
の

事
前
防
止
に
つ
い
て
さ
ら
な

る
注
ҙ
ש
ى
・
指
ಋ
徹
底
が

必
要
。
ま
た
、
す
べ
て
の
運

動
・
Ω
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
で
ҿ

ञ
運
స
ࠜ
ઈ
が
最
重
点
項

目
で
あ
り
、
改
め
て
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
指
ಋ
徹
底
を

お
ئ
い
す
る
。
さ
ら
に
、

౎
内
に
お
け
る

会
員
が
第
一
当

事
者
と
な
る
ࢮ

๢
事
故
が
前
年

の
総
件
数
を
上

回
ỳ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ

以
上
事
故
を
発

生
さ
せ
な
い
よ

う
օ
༷
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る

事
故
防
止
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
東
京

運
輸
支
局
の
石
井
ஐ

大
陸
運
ٕ
ज़
ઐ
門
׭
が
、
国

土
交
通
省
に
よ
る「
年
末
年

始
の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全

総
点
検
」
の
重
点
点
検
事
項

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
確
実

な
点
呼
の
実
施
、
運
స
者
に

対
す
る
指
ಋ
監
ಜ
な
ど
、
改

め
て
法
令
९
क
の
徹
底
を
求

め
た
ほ
か
、
整
備
管
理
者
選

任
後
研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実

施
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
ܯ
ࢹ
庁
交
通
部
交

通
総
務
課
の
末
次
޺
明
交
通

安
全
組
৫
係
長
が
、
事
業
用

՟
物
自
動
車
関
与
の
交
通
事

故
発
生
状
گ
に
つ
い
て
、
事

ྫ
を
示
し
て
説
明
。
安
全
不

確
認
、
追
ಥ
に
よ
る
事
故
が

多
い
ト
ラ
ッ
ク
の
特
ੑ
を
理

解
し
、
଎
度
௒
過
や
車
間
ڑ

཭
の
確
保
な
ど
基
本
的
な
こ

と
に
改
め
て
注
ҙ
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

来
年
３
月
13
日
ま
で
の
延
長

を
ঝ
認
し
た
。同
事
業
で
は
、

運
行
管
理
者
一
般
講
श
受
講

料
の
一
部
と
し
て
、
１
ਓ
当

た
り
３
２
０
０
ԁ
を
ॿ
成
す

る
も
の
。

報
ࠂ
事
項
と
し
て
、７
年

ळ
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
に
お
け
る
東
ト
協
一
੪

֗
಄
指
ಋ
活
動「
౷
一
実
施

日
」、
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
̮
Ｏ
２
０
２
５
、
第

57
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

݁
果
、７
年
度
運
స
記
࿥
証

明
書
等
交
付
料
取
ѻ
要
ྖ
の

ॿ
成
ֹ
改
正
、
東
京
消
防
庁

か
ら
の
ײ
ँ
状
受
ྖ
に
つ
い

て
報
ࠂ
。

౎
内（
ܯ
ࢹ
庁
管
内
）に

お
け
る
事
業
用
՟
物
車
関
与

の
ࢮ
๢
事
故
発
生
状
گ
で

は
、
11
月
14
日
に
委
員
長
໊

で
า
行
者
保
ޢ
と
基
本
的
な

安
全
確
認
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る（
øø
݄
ùü
೔
号
ط

ใ
）。
さ
ら
に
、
ҿ
ञ
運
స

の
๾
໓
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
事
の
最
後
に
は
、
関
東

交
通
共
ࡁ
協
同
組
合
の
村
中

裕
行
理
事
待
۰
が
、
同
組
合

の
年
末
年
始
の
輸
送
な
ど
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

ʓ
ڝ
ٕ
部
門
＝
一
般
部
門

（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・
11
Ἁ
）、
ト

レ
ー
ラ
部
門
、
ঁ
ੑ
部
門
※

２
Ἁ
は
東
ト
協
大
会
の
み

ʓ
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
＝
４
月
23
日

（
代
ସ
日
27
日
）
／
東
京
౎

ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
ؗ

東
ト
協
ঁ
ੑ
部
は
11
月
14

日
、
ঁ
ੑ
経
Ӧ
者
研
修
ݟ
ֶ

会
の
一
環
と
し
て
、
ࢁ
ས
県

෋
士
٢
田
ࢢ
の
ϋ
イ
ラ
ン
ド

リ
κ
ー
ト
ホ
テ
ル
ˍ
ス
パ
で

行
わ
れ
た
、
全
ト
協
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
ঁ
ੑ
協
議
会
研
修
会

に
参
加
。

研
修
会
で
は
、
総
務
෭
大

臣
の
ງ
内
ৃ
ࢠ
ऺ
議
Ӄ
議
員

が「
物
流
の
受
難
時
代
を
৐

り
越
え
る
令
和
൛ứ
ࡉ
࿹
ൟ

੝
記
Ừ」
と
୊
し
て
講
ԋ
。

研
修
会
後
、
交
流
会
を
実
施

し
、ҙ
ݟ
交
׵
を
行
ỳ
た
。

催
し
た
。

η
ϛ
ナ
ー
は
２
部
構
成
で

行
わ
れ
、
第
１
部
は
ۙ
代
経

Ӧ
シ
ス
テ
ム
研
ڀ
所
代
表
取

締
役
社
長
の
৿
ߴ
߂
७
氏

が
、
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
お
け
る
̙
Ｘ
推
進
の

考
え
方
や
実
ફ
事
ྫ
を
解

説
。
第
２
部
で
は
、
タ
イ
ガ

ー
、
ナ
ブ
Ξ
シ
ス
ト
、
Ｔ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
３
社
が
、
ۈ
ଵ
管

理
や
配
車
計
画
な
ど
、
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る

各
種
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
。

第
１
部
で
は
、
①
物
流
効

率
化
と
̙
Ｘ
推
進
、
②
̙
Ｘ

取
り
組
み
事
ྫ
、
③
Ａ
Ｉ
入

門
・
ಋ
入
の
ポ
イ
ン
ト
、
④

情
報
η
Ω
ỿ
リ
テ
ィ
と
個
ਓ

情
報
保
ޢ
ᴹ
ᴹ
に
つ
い
て
講

義
を
行
ỳ
た
。

৿
ߴ
氏
は
、
̙
Ｘ
の
方
向

ੑ
を
೺
Ѳ
す
る
た
め
の「
̙

Ｘ
推
進
Ϛ
ト
リ
ク
ス
」
に
つ

い
て
、「
中
小
企
業
が
自
社

の
現
状
を
４
つ
の
象
限
で
整

理
し
、
進
௙
度

や
変
ֵ
の
目
的

を
明
確
化
す
る

た
め
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
と

解
説
。
内
部
業

務
の
改
善
を
図

る
第
１
・
２
象

限
を
ἔ
क
り
の

̙
Ｘ
ἕ、
ڝ
૪

優
Ґ
ੑ
確
立
に

向
け
た
第
３
・

４
象
限
をἔ
߈
め
の
̙
Ｘ
ἕと

Ґ
置
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
事
ྫ

を
交
え
て
説
明
し
た
。

第
２
部
で
は
、タ
イ
ガ
ー
、

ナ
ブ
Ξ
シ
ス
ト
、
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｘ
各
社
に
よ
る
、
ۈ
ଵ
管
理

π
ー
ル
や
配
車
計
画
な
ど
の

シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ἀ
ン
を
実
施
。
運
௞
・

ݪ
価
管
理
や
請
求
書
作
成
、

自
動
点
呼
シ
ス
テ
ム
や
ख
࣋

ち
の
点
呼
シ
ス
テ
ム
、
デ
ジ

タ
コ
な
ど
、
ෳ
数
π
ー
ル
の

デ
ー
タ
連
携
に
対
応
で
き
、

業
務
効
率
化
に
つ
な
が
る
特

௃
的
な
ػ
能
が
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
৿
ߴ
氏
は
、「
̙

Ｘ
化
で
企
業
内
業
務
をứ
ݟ

え
る
化
Ừ
し
、
改
善
を
続
け

て
い
く
経
Ӧ
α
イ
ク
ル
を
つ

く
る
た
め
に
も
、
取
り
組
み

事
ྫ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

自
社
で
可
能
な
業
務
が
あ
れ

ば
、
積
ۃ
的
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
Ξ
ド

バ
イ
ス
し
た
。

さ
ら
に
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
第
ý5
回「
正
し
い

運
స
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

に
つ
い
て
説
明
。
８
年
य़
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
け

る
東
ト
協
一
੪
֗
಄
指
ಋ
活

動「
౷
一
実
施
日
」は
、来
年

４
月
10
日
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
第
47
回

東
ト
協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
の
開
催
日
程
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
こ
れ
を
ঝ

認
。
出
場
選
ख
の
ื
集
期
間

を
来
年
２
月
1ÿ
日
～
３
月
1ÿ

日
と
す
る
こ
と
か
ら
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
支
部
を

通
じ
て
参
加
を
呼
び
か
け
る

（
ผ
ܝ
参
照
）。

こ
の
ほ
か
、８
年
交
通
ࢮ

ই
事
故
減
গ
ف
ئ
・
だ
る
ま

の
目
入
れ
式
の
実
施
に
つ
い

て
審
議
し
、
来
年
１
月
９
日

に
新
॓
区
の
ਢ
լ
ਆ
社
で
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

続
い
て
、７
年
度
運
行
管
理

者
一
般
講
श
受
講
料
ॿ
成
取

ѻ
要
ྖ
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
も
審
議
し
、
実
施
期
間
の

ʓ
実
Պ
ڝ
ٕ
＝

５
月
31
日
／
ܯ
ࢹ

庁
෎
中
運
స
໔
ڐ

が
参
加
。
参
加
者
は
製
造
と

物
流
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
新
現

場
を
ֶ
び
、
経
Ӧ
の
ࢹ
点
を

޿
͛
る
ػ
会
と
な
ỳ
た
。

ॳ
日
の
14
日
、
一
行
は
ト

ラ
ッ
ク
Ϙ
デ
ー
や
ト
レ
ー

ラ
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
輸
送
用

ػ
ث
の
製
造
・
ൢ
ച
を
行
う

日
本
フ
ル
ϋ
ー
フ
ް
໦
本
社

工
場
を
๚
問
。
同
工
場
は
、

ࡐ
料
管
理
や
品
質
管
理
、
設

計
部
門
を
備
え
て
お
り
、
荷

࢟
や
数
量
・
α
イ
ζ
・
重
量

な
ど
、
多
種
多
༷
な
χ
ー
ζ

に
対
応
し
た
オ
ー
ダ
ー
ϝ
ー

ࢼ
ݧ
場

ʓ
表
彰
式
＝
６
月
８
日
／

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
ؗ

ʓ
一
般
参
加
ื
集
期
間
＝

２
月
1ÿ
日
～
３
月
1ÿ
日（
ৄ

ࡉ
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ܝ
ࡌ
予
定
）

෺
ྲྀ
ؔ
࿈
๏
΁
ͷ
ର
Ԡ
解
説

࠷
৽
৘
ใ
・
ϙ
Π
ϯ
ト
঺
հ

ࡾ
ࢧ
෦
߹
ಉ
ߨ
श
ձ

新
宿
・
中
野
・
杉
並

σδλϧԽͰ業຿վળՃ଎

ؔ
౦
ঁ
ੑ
ܦ
Ӧ
ऀ

ͱ
の
ަ
ྲྀ
を
ਤ
Δ

ӡૹ業ͷ̙̭Խを事ྫղઆ

த
খ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ӡ
ૹ
ࣄ
ۀ
ऀ

ͷ
ͨ
Ί
ͷ
̙
̭
ਪ
ਐ
η
ϛ
φ
ồ

౦ト協
全ト協

ൃ
生
཈
止
を
ڧ
͘
ݺ
ͼ
͔
͚

ࣄ
ނ
๷
ࢭ
・
ҿ
ञ
ӡ
స
๾
໓

౦ト協 運輸安全委員会

来
年
２
月
øÿ
日
募
集
開
始

ྩ
࿨
̔
೥
౓
υ
ϥ
ί
ϯ

౦ト協 女性部

女
性
経
営
者
研
修
見
学
会

最
新
の
物
流
施
設
を
視
察
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問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G

◎ 運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。また、
深夜帯や日の出前は視認性が低下するので、道路の状況に
よりハイビームの活用を心がけること。
日　時 12月３೔ʢਫʣ ̑࣌�2෼ൃࠒੜʢಶఱʣ
場　所 େా۠಺ʢ౎ಓ・�1�߸ʪւ؛௨Γʫʣ
当事者 ᶃࣗస ʢंஉੑ��୅ࢮ๢ʣ̫ ᶄۀࣄ༻४தܕ՟෺ ʢंஉੑ��୅ʣ

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 勝島

大田区平和島 至 昭和島

概　要
事業用準中型貨物車が海岸通りを昭和島方向から
勝島方向へ第４車線を走行中、対向から進行してき
た自転車と衝突したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

国
土
交
通
省
は
、

年
末
年
始
の
多
٬
ൟ

๩
期
に
合
わ
せ
、
令

和
７
年
度「
年
末
年

始
の
輸
送
等
に
関
す

る
安
全
総
点
検
」
を

12
月
10
日
か
ら
８
年

１
月
10
日
ま
で
実
施

す
る
。
陸
・
海
・
ۭ

の
各
輸
送
ػ
関
に
対
し
、
安

全
管
理
や
安
全
対
策
な
ど
の

実
施
状
گ
、
関
係
法
令
な
ど

の
९
क
状
گ
、
施
設
な
ど
の

点
検
整
備
状
گ
、
テ
ロ
・
ײ

છ
঱
対
策
な
ど
の
実
施
状
گ

を
自
主
点
検
す
る
よ
う
求

め
、
公
共
交
通
全
体
の
安
全

確
保
を
図
る
。

総
点
検
は
、
輸
送
事
業
者

が
改
め
て
安
全
対
策
を
確

認
し
、
輸
送
ػ
関
な
ど
の
安

全
に
対
す
る
ҙ
ࣝ
を
ߴ
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
。
今
年
度
は
特
に
、
次
の

４
項
目
を
重
点

と
し
て
ܝ
͛
た
。

運
輸
分
野
で

は
、
①
安
全
管

理（
特
に
৐
務

員
の
健
߁
状

ଶ
・
過
࿑
状
ଶ

の
確
実
な
೺
Ѳ

と
指
ಋ
監
ಜ
体

制
）の
実
施
状

گ
、
②
自
વ
ࡂ

֐
や
事
故
発
生

時
に
お
け
る
通

報
や
連
བྷ
、
指

東
京
࿑
ಇ
局

は
、
令
和
７
年

度「
年
末
・
年

始
Ｓ
̰
̵
ｅ

Ｗ
̾
́
̺
推

進
強
調
期
間
」

（
12
月
１
日
～

８
年
１
月
31

日
）を
実
施
し

て
い
る
。
７
年
９
月
末
時
点

で
管
内
࿑
ಇ
ࡂ
֐
発
生
状
گ

の
ࢮ
๢
者
数
が
前
年
同
期
ൺ

で
２
ਓ
増
加
し
、
ࢮ
ই
者
数

は
減
গ
܏
向
に
あ
る
も
の

①
年
末
・
年
始
の
ൟ
๩

期
を
と
ら
え
た
計
画
的
、
か

つ
、
安
全
Ӵ
生
に
配
ྀ
し
た

事
業
の
運
Ӧ
、
②
事
業
場
内

に「
Ｓ
̰
̵
ｅ
Ｗ
̾
́
̺
」

の
ロ
ΰ
Ϛ
ー
ク
を
ܝ
示
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
࿑
ಇ
ࡂ
֐

防
止
の
気
運
の
ৢ
成
、
③
各

関
係
団
体
װ
部
、
各
事
業
場

の
経
Ӧ
ト
ッ
プ
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、
④
安
全
Ӵ

生
管
理
活
動
の
的
確
な
実
施

お
よ
び
活
ੑ
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、
⑤
௢
མ
・
స
མ
ࡂ

֐
、
行
動
ࡂ
֐
防
止
を
は
じ

め
と
す
る
安
全
Ӵ
生
ҙ
ࣝ
の

向
上
な
ど
を
目
指
し
た
安
全

Ӵ
生
ڭ
ҭ
の
徹
底（
ࡂ
֐
事

ྫ
の
共
有
や
体
ݧ
型
安
全
Ӵ

生
ڭ
ҭ
の
実
施
な
ど
）、
ᶈ

各
業
種
、
各
事
業
場
に
お
け

る
過
去
発
生
し
た
ࡂ
֐
を
౿

ま
え
た
࿑
ಇ
ࡂ
֐
防
止
対
策

の
徹
底
、
ᶉ
化
ֶ
物
質
の
リ

ス
ク
Ξ
η
ス
ϝ
ン
ト
の
実
施

を
ؚ
め
た
化
ֶ
物
質
管
理

の
徹
底
、
ᶊ
積
雪
・
ౚ
݁
な

ど
、
冬
期
に
お
け
る
స
倒
防

止
、
交
通
࿑
ಇ
ࡂ
֐
防
止
対

策
の
徹
底
、
ᶋ
大
૟
আ
や
୨

東
京
࿑
ಇ

局
は
、
స
倒

ࡂ
֐
が
࿑
ಇ

ࡂ
֐
全
体
の

約
３
ׂ
を
占

め
、
前
年
同

期
ൺ
で
増
加

܏
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、

冬
ق
に
お
け

る
積
雪
・
ౚ

݁
を
ݪ
Ҽ
と
す
る
స
倒
ࡂ
֐

の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

౎
内
で
は
令
和
６
年
２
月

５
日
の
積
雪（
８
₉
ἇ
）に

よ
り
積
雪
・
ౚ
݁
が
ݪ
Ҽ
と

ࢥ
わ
れ
る
స
倒
ࡂ
֐
が
大
෯

示
体
制
の
整
備・構
ங
状
گ
。

ة
ػ
管
理
分
野
で
は
、
③
α

イ
バ
ー
ۭ
間
を
ؚ
む
テ
ロ
防

止
の
た
め
の
ܯ
ռ
体
制
や
テ

ロ
発
生
時
の
通
報
・
連
བྷ
・

指
示
体
制
の
整
備
状
گ
、
テ

ロ
発
生
を
૝
定
し
た
܇
࿅
の

実
施
状
گ
、
④
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
備
え
た
対

応
Ϛ
χ
ỿ
Ξ
ル
や
事
業
継
続

計
画
の
策
定
状
گ
、
必
要
物

資
な
ど
の
備
஝
状
گ
、
৬
場

で
の
ײ
છ
防
止
対
策
の
周
知

徹
底
な
ど
、
ײ
છ
঱
対
策
の

実
施
状
گ
を
重
点
項
目
と
す

る
。国

交
省
は
期
間
中
、
各
輸

送
ػ
関
な
ど
に
対
し
て
適
੾

な
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
指

ಋ
す
る
と
と
も
に
、
現
地
確

認
も
行
う
方
針
。

に
増
加
。
స
倒
ࡂ
֐
は
６
年

中
、
２
月
が
最
も
多
く
発
生

し
て
お
り
、
雪
が
解
け
始
め

る
ࠒ
は
路
໘
ౚ
݁
の
可
能
ੑ

が
ߴ
く
、
԰
外
の
Ҡ
動
・
作

業
で
は
特
に
注
ҙ
が
必
要
と

な
る
。
積
雪
・
ౚ
݁
を
ݪ
Ҽ

と
す
る
స
倒
ࡂ
֐
を
防
止
す

る
た
め
、
①
気
象
情
報
の
活

用
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
の
実

施（
大
雪
、
低
Թ
に
関
す
る

気
象
情
報
を
ਝ
଎
に
೺
Ѳ
す

る
体
制
の
構
ங
／
ܯ
報ŋ

注

ҙ
報
発
令
時
等
の
対
応
Ϛ
χ

ỿ
Ξ
ル
の
作
成
、
関
係
者
へ

の
周
知
／
気
象
状
گ
に
応
じ

た
出
ு
、
作
業
計
画
等
の
ݟ

௚
し
）、
②

通
路
、
作
業

場
所
の
ౚ
݁

等
に
よ
る
ة

ݥ
防
止
の
徹

底（
԰
外
通

路
や
ற
車
場

に
お
け
る
আ

の
、
年
間
で
１
万
ਓ
を
௒
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
状
گ
で
推

Ҡ
し
て
お
り
、
第
14
次
東
࿑

局
࿑
ಇ
ࡂ
֐
防
止
計
画（
５

年
度
か
ら
５
か
年
）の
目
ඪ

ୡ
成
に
向
け
༕
ྀ
す
べ
き
状

گ
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
౎
内

各
事
業
場
の
安
全
Ӵ
生
気
運

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
૚
推
進
す
る
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ࢮ
๢
ࡂ
֐
や
重
ಞ
な
࿑
ಇ
ࡂ

֐
が
多
発
܏
向
に
あ
る
ݐ
設

現
場
へ
の
集
中
的
な
指
ಋ
と

と
も
に
、
各
࿑
ಇ
ࡂ
֐
防
止

団
体
に
対
し
要
請
を
行
い
、

実
施
要
ߝ
に

基
づ
く
取
り

組
み
を
推
進

す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い

る
。
主
な
重

点
実
施
事
項

は
次
の
通
り
。

雪
、
融
雪
ࡎ
の
ࢄ
෍
に
よ
る

安
全
通
路
の
確
保
／
事
務
所

へ
の
入
室
時
に
お
け
る
ۺ
ཪ

の
雪
、水
分
の
আ
去
、ౚ
݁
の

お
そ
れ
の
あ
る
԰
内
の
通

路
、
作
業
場
へ
の
Թ
෩
ػ
の

設
置
等
に
よ
る
ౚ
݁
防
止
策

の
実
施
／
԰
外
通
路
や
ற
車

場
に
お
け
る
స
倒
ࡂ
֐
の
リ

ス
ク
に
応
じ
た「
ة
ݥ
Ϛ
ッ

プ
」
の
作
成
、
関
係
者
へ
の

周
知
／
ౚ
݁
し
た
路
໘
、
আ

雪
ػ
ց
通
過
後
の
路
໘
等
に

お
け
る
荷
物
の
運
ൖ
方
法
、

作
業
方
法
の
ݟ
௚
し
／
ౚ
݁

し
た
路
໘
や
ౚ
݁
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
所
ợ
԰
外
通
路
や

ற
車
場
な
ど
Ụに
お
け
る
స

倒
防
止
の
た
め
の
滑
り
に
く

い
ۺ
の
着
用
の
勧
奨
）、
③

ಇ
く
ߴ
ྸ
者
の
特
ੑ
に
配
ྀ

し
た
స
倒
ࡂ
֐
防
止
対
策

（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
ಇ

く
ߴ
ྸ
者
の
特
ੑ
に
配
ྀ
し

た
対
策
を
実
施
）
―
―
が
求

め
ら
れ
る
。

東
࿑
局
で
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト（
写
真
）を
制
作
し
、活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
東
࿑
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

Է
し
な
ど
の
作
業
に
お
け
る

٭
立・は
し
ご
か
ら
の
௢
མ
、

స
མ
防
止
対
策
の
徹
底
、
ᶌ

そ
の
ଞ
、
本
強
調
期
間
に
;

さ
わ
し
い
૑
ҙ
工
夫
を
ڽ
ら

し
た
取
り
組
み

ଟ
٬
ظ
の
҆
શ
ର
ࡦ
ڧ
Խ

೥຤೥̨̰࢝ ̵̴ �̬ ̾́ ̺
ਪਐڧௐؒظを࣮ࢪ

東
࿑
局

年
຤
年
࢝
ͷ
༌
ૹ
҆
શ
૯
఺
ݕ

ࠃ
ަ
ল

҆
શ
ର
ࡦ
を
ॏ
఺
֬
ೝ

౦࿑ہ

転倒災害防止を呼びかけ

積雪・凍結 による
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和７年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普

及
推
進
協
議
会
と
交

通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団（
エ

コ
モ
財
団
）は
11
月

27
日
、
２
０
２
５
年

度「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
を
開
催
し
た
。

東
ト
協
関
係
で

は
、
墨
田
支
部
の
花

王
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

の
石
狩
Ｌ
Ｃ（
北
海

道
）が「
国
土
交
通

大
臣
賞
」を
受
賞
。中

村
淳
一
所
長
が
国
土

交
通
省
総
合
政
策
局

向
け
た
取
り
組
み
の
後
押
し

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
、
国
交

省
の
三
宅
次
長
、環
境
省
水・

大
気
環
境
局
モ
ビ
リ
テ
ィ
環

境
対
策
課
の
平
澤
崇
裕
課
長

が
、
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

次
に
、
受
賞
事
業
者
の
取

り
組
み
発
表
が
行
わ
れ
、
花

王
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
石
狩
Ｌ

Ｃ
配
送
グ
ル
ー
プ
の
東
健
二

氏
が
登
壇
。
店
舗
ご
と
に
固

定
さ
れ
て
い
た
納
品
曜
日
を

集
約
す
る
こ
と
で
、
車
両
台

数
や
配
送
頻
度
の
削
減
、
配

送
効
率
化
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

実
現
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
、
北
海
道
の
物
流

事
情
に
つ
い
て
、「
北
海
道

内
の
配
送
は
、
本
州
の
よ
う

に
県
ま
た
ぎ
で
一
時
的
な
フ

表
彰
状
と
楯
を
授
与
さ
れ
た
。

表
彰
に
先
立
ち
、
エ
コ
モ

財
団
の
田
端
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
受
賞
者
の
栄
誉
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
自
動
車

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
言

及
し
な
が
ら「
利
用
方
法
を

工
夫
す
る
だ
け
で
、
効
果
を

発
揮
す
る
の
が
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
だ
」と
強
調
。「
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
脱
炭
素
社
会
に

ォ
ロ
ー
を
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
道
内
の
物
流

企
業
が
協
力
し
合
い
、

共
同
配
送
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
解
消
に

は
つ
な
が
ら
な
い
」
と

指
摘
。
そ
の
上
で
、「
今

後
も
車
両
台
数
削
減
に

よ
る
配
送
効
率
化
を
推

進
し
、
環
境
負
荷
低
減

に
つ
な
が
る
活
動
を
継

続
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活

１
日
～
14
日
）、
第
４
回
／

３
月
12
・
13
日（
２
月
24
日

～
３
月
９
日
）。

同
研
修
は
半
日
研
修
で
、

各
開
催
日
と
も
午
前
・
午
後

の
２
回
開
催
。研
修
時
間
は
、

各
日
と
も
午
前
９
時
～
11
時

30
分
／
午
後
１
時
30
分
～
４

時
。会

場
は
、
い
ず
れ
も
東
運

支
局
１
階
会
議
室（
品
川
区

東
大
井
１
の
12
の
17
）。
定

員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了
。

受
講
対
象
は
、
整
備
管
理

者
と
し
て
選
任
予
定
の
者
。

※
過
去
に
同
研
修
を
受
講
し

た
者
、
自
動
車
整
備
士（
１

～
３
級
）の
国
家
資
格
を
有

す
る
者
は
受
講
の
必
要
は
な

い
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交

付
す
る
。

予
約
申
し
込
み
は
、
自
動

車
整
備
関
係
研
修
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約（
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
）で
受
け
付
け
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
運

支
局
保
安
担
当（
☎
03
・
３

４
５
８
・
９
２
３
１
※
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
：
３
）

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
は
11
月
20
日
、
今
冬
の

大
雪
に
よ
る
大
型
車
の
立
ち

往
生
防
止
に
向
け
、
車
両
ユ

ー
ザ
ー
、
運
送
事
業
者
、
荷

主
の
３
者
に
対

し
、
対
策
の
徹

底
を
呼
び
か
け

た
。
令
和
２
年

12
月
以
降
、
関
越
道
や
北
陸

道
な
ど
で
多
く
の
大
型
車
が

立
ち
往
生
し
、
大
量
の
車
両

が
路
上
に
滞
留
す
る
事
案
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
国

雪
道
で
悪
質
な
立
ち
往
生
事

案
が
発
生
し
た
際
、
監
査
等

に
よ
り
措
置
が
不
十
分
と
判

断
さ
れ
れ
ば
行
政
処
分
の
対

象
と
な
る
。

荷
主
に
つ
い
て
は
、

大
雪
な
ど
の
異
常
気
象

で
運
送
経
路
変
更
や
運

送
中
止
の
必
要
が
生

じ
、
事
情
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
対
応
を
容
認

す
る
よ
う
協
力
を
依

頼
。
さ
ら
に
、
運
送
へ
の
支

障
が
予
測
さ
れ
る
際
は
、
在

庫
の
積
み
増
し
や
配
送
時
間

の
前
倒
し
、
運
送
可
能
域
内

で
物
資
の
融
通
を
行
う
こ
と

で
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
へ
の

急
な
運
送
依
頼
を
控
え
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

同
省
で
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
今
後
の
雪
」な
ど

気
象
情
報
を
事
前
に
活
用

し
、
冬
期
の
走
行
に
万
全
を

期
す
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

東
京
運
輸
支
局
は
12
月
か

ら
来
年
３
月
に
か
け
て
、
令

和
７
年
度「
整
備
管
理
者
選

任
前
研
修
」
を
合
計
４
回
開

催
す
る
。
受
講
料
は

無
料
。

開
催
日
程（
申
込

受
付
期
間
）は
次
の

通
り
。
第
１
回
／
12

月
17
・
19
日（
12
月

１
日
～
14
日
）、
第

２
回
／
８
年
１
月

13
・
14
日（
12
月
24

日
～
８
年
１
月
６

日
）、
第
３
回
／
２

月
24
・
25
日（
２
月

交
省
で
は
再
発
防
止
策
を
強

化
し
て
い
る
。

同
省
で
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ

装
着
や
チ
ェ
ー
ン
の
早
期
装

着
の
徹
底
を
図
る「
車
両
対

策
」、
運
行
中
止
の
判
断
や

冬
用
タ
イ
ヤ
の
確
認
な
ど
の

輸
送
の
安
全
確
保
を
求
め
る

「
運
送
事
業
者
対
策
」、
荷
主

へ
の
周
知
体
制
の
確
立
な
ど

を
促
す「
荷
主
対
策
」
の
３

本
柱
で
対
策
を
推
進
し
て
い

る
。運

送
事
業
者
に
対
し
て

は
、
年
末
年
始
の
輸
送
等
に

関
す
る
安
全
総
点
検
の
実
施

項
目「
大
雪
に
対
す
る
輸
送

の
安
全
確
保
」
の
重
点
的
確

認
を
要
請
。
大
雪
時
に
、
輸

送
の
安
全
確
保
に
支

障
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
は
、
運

行
中
止
の
判
断
や
冬

用
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深

さ
、
滑
り
止
め
対
策

の
確
認
な
ど
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

動
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
運
輸
事
業
者（
緑
ナ
ン
バ

ー
）に
よ
る「
事
業
部
門
」と
、

運
輸
業
以
外
の
事
業
者
を
対

象
と
す
る「
一
般
部
門
」
で

構
成
さ
れ
、
燃
費
デ
ー
タ
や

事
故
デ
ー
タ
な
ど
の
提
出
内

容
に
基
づ
き
審
査
が
行
わ
れ

る
。
事
業
部
門
の
最
優
秀
の

取
り
組
み
に
は「
国
土
交
通

大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
る
ほ

か
、「
優
秀
賞
」「
優
良
賞
」も

設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
取
り
組

み
の
継
続
が
評
価
さ
れ
た
場

合
、「
優
秀
認
定
証
」「
優
良

認
定
証
」が
授
与
さ
れ
る
。

な
お
、
今
回
入
賞
し
た
６

事
業
者（
前
号
参
照
）の
う
ち

４
事
業
者
が
、
東
ト
協
の
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
。

の
三
宅
正
寿
次
長
か
ら
表
彰

状
と
楯
を
授
与
さ
れ
た（
写

真
㊦
）。ま
た
、
深
川
支
部
の

Ｓ
Ｂ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
が

「
優
秀
賞
」を
受
賞
。菅
野
信

義
代
表
取
締
役
社
長
が
エ
コ

モ
財
団
の
田
端
浩
会
長
か
ら

国
土
交
通
省
と

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
12
月
１

日
、
中
央
区
の
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
Ｍ
京
橋
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
で
、
ト
ラ
ッ

ク
業
界
向
け
取
適

法
・
振
興
法
改
正

ポ
イ
ン
ト
説
明

会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

を
開
催
し
た
。

令
和
８
年
１
月

１
日
に
施
行
さ
れ

る「
製
造
委
託
等

に
係
る
中
小
受
託

事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支

払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」（
取
適
法
）お
よ
び

「
受
託
中
小
企
業
振
興
法
」

（
振
興
法
）に
つ
い
て
、ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
を
対
象

に
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
関
す
る
説
明
会
を
全
国
で

実
施
し
て
い
る
も
の
。

当
日
は
、
公
正
取
引
委
員

会
事
務
総
局
企
業
取
引
課
の

岩
瀬
輝
彦
課
長
補
佐
が「
取

適
法
の
概
要
」
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
取

引
課
の
髙
橋
諄
課
長
補
佐
が

「
振
興
法
の
概
要
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
の
ポ
イ

ト
を
説
明
。
発
荷
主
が
運
送

事
業
者
に
対
し
て
物
品
の
運

送
を
委
託
す
る
取
引
が
取
適

法
の
対
象
と
な
る
新
た
な
類

型
と
し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
発
注
内
容
な
ど
の
明

示
義
務
、書
類
な
ど
の
作
成・

保
存
義
務
が
課
さ
れ
る
ほ

か
、
協
議
に
応
じ
な
い
一
方

的
な
代
金
決
定
が
禁
止
行
為

と
し
て
追
加
さ
れ
た
と
説
明

し
た
。

ま
た
、
髙
橋
氏
は
、
改
正

振
興
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
多
段
階
の
事
業
者
が

連
携
し
た
取
り
組
み
へ
の

支
援
、
②
国
・
地
方
公
共
団

体
の
責
務
規
定
を
新
設
、
③

主
務
大
臣
の
権
限
強
化「
勧

奨
」、④
適
用
対
象
の
追
加
、

⑤「
下
請
」
と
い
う
用
語
の

改
正
―
―
に
つ
い
て
解
説
。

価
格
交
渉
促
進
月
間
の
推
進

に
よ
り
、
個
別
企
業
の
取
引

方
針
の
改
善
と
と
も
に
、
取

引
適
正
化
に
向
け
た
自
主
行

動
計
画（
全
ト
協
策
定
）に

基
づ
き
、
業
界
団
体
を
通
じ

て
、
業
界
全
体
で
の
取
引
適

正
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
し
た
。

さ
ら
に
、
公
取
委
・

中
企
庁
に
よ
く
寄
せ
ら
れ
る

質
問
に
対
し
て
回
答
。
独
占

禁
止
法
の
物
流
特
殊
指
定
と

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た

ほ
か
、
委
託
事
業
者
の
禁
止

行
為
な
ど
の
判
断
を
示
し
た
。

な
お
、
公
取
委
で
は
、
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
取
適
法
な
ど
に
関
す

る
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
参
考
と
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
た
。

ン
ト
な
ど
を
説
明

し
た
。

岩
瀬
氏
は
、
取

適
法
に
つ
い
て
、

①
改
正
の
背
景
・

趣
旨
、
②
適
用
対

象
、
③
委
託
事
業

者
の
義
務
、
④
委

託
事
業
者
の
禁
止

行
為
、
⑤
事
件
処

理
・
相
談
窓
口
―

―
な
ど
の
ポ
イ
ン

二次元コード

エコドライブシンポジウムを開催 エコモ
財　団

整
備
管
理
者
研
修
７
年
度

（
選
任
前
）

東
運
支
局

国交省

大
雪
時
の
大
型
車

立
ち
往
生
防
止
へ

ユーザー・事業者・荷主
に対策徹底を呼びかけ

国
土
交
通

大
臣
賞
花
王
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
石
狩
Ｌ
Ｃ
を
表
彰

12月・８年１～３月 ４回開催

８
年
１
月
１
日
施
行

下
請
法
は
取
適
法
へ

国交省
全ト協取適法・振興法改正ポイント説明会
ト
ラ
ッ
ク
業
界
向
け
に
公
取
委
・
中
企
庁
が
解
説



第1334号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ��݄��೔ （ � ）ࣾձɾจԽ

戦
後
80
年
／

昭
和
１
０
０
年

の
今
年
２
０
２

５
年
は
ど
Μ
な

年
だ
ỳ
た
か
。

年
明
け
か
ら
オ
ー
ル
ド
メ

デ
ィ
ア
は
、
平
和
の
重
要

ੑ
再
確
認
の
特
集
や
ἔ
ত

和
ἕ
検
証
を
ల
開
˗
Թ
ஆ

化
の
Ө
ڹ
で
二
季
が
現
実

ຯ
を
ଳ
び
、
ळ
は
୹
く
一

気
に
冬
が
๚
れ
麻マ

ー
ラ
ー
タ
ン

辣
湯
に

行
ྻ
。
健
߁
ࢤ
向
か
ら
薬

膳
や
リ
カ
バ
リ
ー
ウ
エ
ア

の
ਓ
気
も
。
Թ
ஆ
化
は
ク

Ϛ
を
ਓ
の
生
活
ݍ
に
出
຅

さ
せ
ਓ
਎
ඃ
֐
続
出
で
緊

急
銃
猟
に
。
共
存
の
道
を

ݟ
つ
け
な
け
れ
ば
˗
ਓ
ख

不
足
か
ら
ཱྀ
先
で
ཱྀ
ؗ
な

ど
を
ख
఻
ỳ
て
ऩ
入
を
得

な
が
ら
ཱྀ
を
ָ
し
む
お
て

つ
た
び
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
る
一
方
、
ス
リ
ル
と
大

金
目
当
て
の
オ
ン
カ
ジ
が

社
会
問
୊
化
˗
ถ
の
価
格

ߴ
ಅ
で
政
෎
が
備
஝
ถ
を

์
出
。
古
古
古
米
の
ຯ
に

ࢍ
൱
両
࿦
。
ถ
に
限
ら
ず

物
価
高
は
ऩ
ま
ら
ず
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
਎
に
は
保

護
法
施
行
も
不
安
は
͵
͙

え
な
い
˗
ੈ
界
を
振
り
回

し
た
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
ถ

国
よ
り
先
に
日
本
で
、
ガ

ラ
ス
の
ఱ
井
を
ഁ
ỳ
て
女

性
首
相
஀
生
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
配
ྀ
ҙ
ࣝ
の
低
い
企
業

風
土
が
問
୊
に
な
ỳ
た
１

年
で
も
あ
ỳ
た
「̠
ত
和
」

の
༝
来
は
࢛
書
ޒ
経
の
書

経
に
よ
る
。
国
ຽ
の
平
和

と
ੈ
界
各
国
が
共
に
ൟ
栄

し
て
い
く
こ
と
へ
の
ئ
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
来

年
は
そ
う
で
あ
ỳ
て
ほ
し

い
。「
ほ
い
た
ら
ね
！
」
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★�11月10日号「ナンクロ」の正解は「ドクシヨノアキ（読書の秋）」
でした。

A ～ Hに入った文字をつないで
できる言葉は何でしょう？

CC

GG

BB

EE

DD

HH

FF

FF GG HHEEDDCCBBAA

AA

11 22 33 44 55

66 77

88 99 1010

1111 1212

1313 1414 1515 1616

1717 1818 1919 2020

2121 2222

2323

by 冴戒 椎也

［
タ
テ
の
キ
ー
］

1	アメリカのクリスマスでよく食べられる鳥
2	阿寒湖名物、緑色の球体の植物
3	つかむこと。野球の救援投手への記録にも
4	腕の付け根。この下に体温計を挟むことも
5	クリスマスソングの定番『赤鼻の○○○○』
7	手入れ。ヘア○○、スキン○○
9	「こねる」こともある、論理や筋道のこと
10	ボンゴレなどにして食べる二枚貝
12	船などの乗組員
14	雨が降ろうが○○が降ろうが
15	クリスマスにはプレゼント入れになる履き物
19	危険性。○○○マネジメント
20	練習試合などで着る薄手のゼッケン
21	アルミやスチールでできた飲料用容器
22	電子メール＝○○メール

［
ヨ
コ
の
キ
ー
］

1	「きょうだい」の女性バージョン
3 白。雪が積もったクリスマスは○○○○ク
リスマス

6	○○も積もれば山となる
7 クリスマスにはブッシュ・ド・ノエルなど
を食べる

8	「記念」や「記念館」を意味する英語
10	ポインセチアの葉っぱの色
11	1人が政治を牛耳っている状態
13	「ファスナー」「ジッパー」ともいう
16	英語で「ラピスラズリ」という宝石
17	腕に○○をかけて料理をふるまう
18	モミの木などを飾り付けるクリスマス○○○
21「○○○オレンジ」など、カクテルのリ
キュールとしておなじみの黒っぽい果実

22	12月24日の夜はクリスマス○○
23	クリスマスにプレゼントを配るおじさん

クロスワード
パズル

Ԡ ื ํ ๏

京
成
ి
మ
の
京
成
ߴ
࠭
～
京
成
金
ொ

間
を
݁
Ϳ
京
成
金
ொ
ઢ
。
Ω
ロ
程
は
わ

ず
か
２
・
５
ἅ
ἇ
で
、中
間
に
ࣲ
ຢ
Ӻ

の
み
を
置
く
୹
路
ઢ
で
あ
る
。
国
ຽ
的

ө
画ứ
உ
は
つ
ら
い
よ
Ừ
の
෣
台
と
な

ỳ
た
ࣲ
ຢ
の
֗
を
行
く
、下
ொ
情
ॹ
Ҳ

れ
る
Ԋ
ઢ
環
境
は
、๨
れ
か
け
て
い
た

Կ
か
を
呼
び
ى
こ
す
。

こ
の
金
ொ
ઢ
は
そ
の
ੲ
、ਓ
力
に
よ

る
ఇ
ऍ
ਓ
車
మ
道
で
あ
ỳ
た
。
常
൬
ઢ

の
金
ொ
Ӻ
が
１
８
９
７（
明
࣏
30
）
年

に
開
業
す
る
と
、ఇ
ऍ
ఱ
へ
の
参
ഈ
٬

が
急
増
し
た
。
そ
の
利
ศ
ੑ
を
ߴ

め
る
た
め
、１
８
９
９（
明
࣏
32
）年 人車１１0年ぶりの里帰り

が
９
મ
と
、コ
ー
ώ
ー
１
ഋ
が
３

મ
の
時
代
に
し
て
は
、গ
ʑ
᩵
୔

な
৐
り
物
だ
ỳ
た
。

「
押
夫
」と
呼
ば
れ
た
係
員
が
車

両
を
押
し
て
い
く
の
だ
が
、当
時

29
か
所
に
あ
ỳ
た
ਓ
車
మ
道
で
も

௝
し
い
ෳ
ઢ
で
ى、
終
点
は
ル
ー

プ
ઢ
と
な
ỳ
て
い
た
。
１
９
１
２

（
明
࣏
45
）年
、京
成
ి
気
ي
道（
現

在
の
京
成
ి
మ
）に
特
ڐ
と
財
࢈

を
ৡ
౉
し
、ཌ
年
に
ి
化
さ
れ
、京

成
金
ொ
ઢ
と
し
て
現
在
に
ࢸ
る
。

一
方
、関
東
で
は
ҵ
৓
県
ּ
間

ࢢ
に
Ґ
置
し
た
ּ
間
ਓ
車
ي
道
が
、１

９
１
５（
大
正
４
）
年
11
月
22
日
に
ּ

間
～
ּ
間
Ҵ
荷
ਆ
社
間
で
開
業
し
、ఇ

ऍ
ਓ
車
మ
道
か
ら
車
両
が
ৡ
౉
さ
れ
た

経
Ң
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、１
９
２
５

（
大
正
14
）
年
に
輸
送
力
を
ߴ
め
る
べ

く
、
ガ
ι
リ
ン
ػ
関
車
を
ಋ
入
し
、
２

年
後
に
は
ガ
ι
リ
ン
動
車
へ
シ
フ
ト
し

た
も
の
の
、経
Ӧ
悪
化
で
１
９
３
０（
ত

和
５
）年
に
ഇ
止
と
な
ỳ
た
。

ּ
間
で
は
２
０
１
４（
平
成
2ý
）年
、

ఇ
ऍ
ਓ
車
の
車
両（
レ
プ
リ
Χ
、
写
真
）

を
෮
ࠁ
さ
せ
、こ
の
ほ
ど
ߐ
ށ
川
の
Տ

川
ෑ
に
ي
道
を
ෑ
き
、
ཬ
ؼ
り
し
た
。

参
ഈ
จ
化
の
交
通
ख
段
と

し
て
า
Μ
だ
ユ
χ
ー
ク
な

ਓ
車
は
、
地
域
の
象
௃
的

存
在
だ
ỳ
た
が
、
現
在
は

ྺ
࢙
と
จ
化
を
఻
え
る
؍

ޫ
資
ݯ
と
し
て
活
か
さ
れ

て
い
る
。

12
月
17
日
、
金
ொ
～
ࣲ

ຢ
ఇ
ऍ
ఱ
間
の
約
１
・

２
ἅ
ἇ
が
開
業
し
た
。

保
有
車
両
は
10
ਓ
৐

り
が
59
両
、６
ਓ
৐
り

が
５
両
の
計
ý4
両
。
運
௞

は
、
ย
道
が
５
મ
、
往
෮

第160回
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

に
つ
い
て

「
令
和
６
年
度
個
別
࿑
ಇ

ฆ
૪
解
決
制
度
の
施
行
状

گ
」
に
よ
る
と
、
ຽ
事
上
の

個
別
࿑
ಇ
ฆ
૪
の
う
ち
、「
い

じ
め
・
ݏ
が
ら
せ（
ϋ
ラ
ス

ϝ
ン
ト
）」
の
件
数
が
全
体

の
17
・
４
ˋ
と
約
５
分
の
１

を
占
め
、
13
年
連
続
で
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別

్
集
計
さ
れ
て
い
る「
࿑
ಇ

施
策
総
合
推
進
法（
パ
ワ
ϋ

ラ
関
係
）の
施
行
状
گ
」
で

も
、
パ
ワ
ϋ
ラ
に
関
す
る
相

談
が
７
万
２
７
８
９
件
で
対

前
年
度
ൺ
15
・
８
ˋ
の
増
加

と
な
ỳ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
企
業
内
で
の
࿑
務
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
؍
点
か
ら
も
併

せ
て
、
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
対
策

が
࿑
務
管
理
上
の
重
要
な
課

୊
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
令
和
６
年
度
過

࿑
ࢮ
等
の
࿑
ࡂ
補
ঈ
状
گ
」

に
よ
る
と
、
企
業
に
と
ỳ
て

対
応
が
難
し
い
問
୊
で
あ
る

ਫ਼
ਆ
障
֐
に
関
す
る
࿑
ࡂ
事

案
は
、
請
求
件
数
が
３
７
８

０
件
で
前
年
度
ൺ
２
０
５
件

の
増
加
、
支
څ
決
定
件
数
は

１
０
５
５
件
で
前
年
度
ൺ
１

７
２
件
の
増
加
と
な
り
、
請

求
・
支
څ
決
定
件
数
と
も
大

෯
に
増
え
て
お
り
、
過
去
最

ߴ
を
更
新
す
る
状
گ
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ਫ਼

ਆ
障
֐
の
発
生
ݪ
Ҽ
を
示
す

出
来
事
別
の
支
څ
決
定
件
数

を
み
る
と
、「
上
࢘
等
か
ら
、

਎
体
的
・
ਫ਼
ਆ
的
߈
ܸ
等
の

パ
ワ
ϋ
ラ
を
受
け
た
」
が
２

２
４
件
、「
ސ
٬
や
取
引
先
、

施
設
利
用
者
等
か
ら
ஶ
し
い

໎
࿭
行
為
を
受
け
た（
Χ
ス

ϋ
ラ
）」
が
１
０
８
件
、「
上

࢘
・
同
྅
・
部
下
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
ỳ
た
」
が
45
件
、

「
同
྅
等
か
ら
、
๫
行
ま
た

は
ͻ
ど
い
い
じ
め
・
ݏ
が
ら

せ
を
受
け
た
」が
44
件
、「
η

ク
ϋ
ラ
を
受
け
た
」
が
１
０

５
件
と
な
ỳ
て
お
り
、業
務・

৬
場
が
ݪ
Ҽ
と
考
え
ら
れ
る

ਫ਼
ਆ
࣬
ױ
の
う
ち
約
49
・
９

ˋ
が
、
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
が
主

な
ݪ
Ҽ
と
な
ỳ
て
い
る
状
گ

が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ϋ

ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
防
止
対
策
の

強
化
は
、
各
企
業
に
と
ỳ
て

࿑
務
ト
ラ
ブ
ル
や
ै
業
員
の

ϝ
ン
タ
ル
不
調
の
問
୊
を
ະ

વ
に
防
͙
上
で
、
最
も
重
要

な
課
୊
と
い
え
ま
す
。

２
．
パ
ワ
ハ
ラ
と
は

ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
中
で

も
、
現
在
最
も
問
୊
と
な
る

の
が
パ
ワ
ϋ
ラ
で
す
。
こ
こ

で
は
、
改
め
て「
࿑
ಇ
施
策

総
合
推
進
法
」
で
規
定
さ
れ

て
い
る
パ
ワ
ϋ
ラ
の
定
義
や

企
業
に
求
め
ら
れ
る
対
策
に

つ
い
て
整
理
し
ま
す
。

⑴
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
な
ど

৬
場
に
お
け
る
パ
ワ
ϋ
ラ

と
は
、
次
の
３
つ
の
要
素
を

全
て
ຬ
た
す
行
為
を
指
し
ま

す
。①

優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
、
②
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
ൣ
ғ
を
௒
え
た
言

動
に
よ
り
、
③
ब
業
環
境
を

֐
す
る
こ
と（
਎
体
的
も
し

く
は
ਫ਼
ਆ
的
な
ۤ
௧
を
与
え

る
こ
と
）

な
お
、
適
正
な
ൣ
ғ
の
業

務
指
示
や
指
ಋ
に
つ
い
て

は
、
パ
ワ
ϋ
ラ
に
は
֘
当
し

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
内
容
的
に
は
業
務
上
必

要
か
つ
相
当
な
ൣ
ғ
に
と
ど

ま
ỳ
て
い
て
も
、
ྫ
え
ば
ౖ

໐
り
な
が
ら
࿩
す
な
ど
、
఻

え
方
や
ଶ
度
に
よ
ỳ
て
は
パ

ワ
ϋ
ラ
に
֘
当
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
に
留
ҙ
が
必
要

で
す
。

⑵
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ

ラ
の
類
型

৬
場
に
お
け
る
パ
ワ
ϋ
ラ

は
多
༷
で
す
が
、
代
表
的
な

言
動
の
類
型
と
し
て
、
次
の

も
の
が
ڍ
͛
ら
れ
ま
す
。

①
਎
体
的
な
߈
（ܸ
๫
行・

ই
֐
）、
②
ਫ਼
ਆ
的
な
߈
ܸ

（
ڴ
ഭ
・
໊
誉
غ
ଛ
・
෠
ৱ
・

ͻ
ど
い
๫
言
）、
③
ਓ
間
関

係
か
ら
の
੾
り
཭
し（
ִ
཭・

஥
間
外
れ
・
無
ࢹ
）、
④
過

大
な
要
求（
業
務
上
明
ら
か

に
不
要
な
こ
と
や
਱
行
不
可

能
な
こ
と
の
強
制
・
࢓
事
の

๦
֐
）、⑤
過
小
な
要
求（
業

務
上
の
合
理
ੑ
な
く
、
能
力

や
経
ݧ
と
か
け
཭
れ
た
程
度

の
低
い
࢓
事
を
໋
じ
る
こ

と
）、ᶈ
個
の
৵
）֐
ࢲ
的
な

こ
と
に
過
度
に
立
ち
入
る
こ

と
）⑶

事
業
主
が
雇
用
管
理
上

講
ず
べ
き
措
置
の
内
容

事
業
主
は
、
৬
場
に
お
け

る
パ
ワ
ϋ
ラ
を
防
止
す
る
た

め
、
ޏ
用
管
理
上
、
次
の
措

置
等
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
Μ
。

①
事
業
主
の
方
針
な
ど
の

明
確
化
お
よ
び
そ
の
周
知
・

ܒ
発
、
②
相
談（
ۤ
情
を
ؚ

む
）に
応
じ
、
適
੾
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
、
③
৬
場
に
お
け
る
パ

ワ
ϋ
ラ
に
係
る
事
後
の
ਝ
଎

か
つ
適
੾
な
対
応

中
で
も
特
に
重
要
な
の
は

「
事
後
の
ਝ
଎
か
つ
適
੾
な

対
応
」
で
す
。
実
際
に
問
୊

が
生
じ
た
際
に
、
企
業
が
講

じ
る
ඃ
֐
者
へ
の
必
要
な
配

ྀ
措
置
と
、
加
֐
者
へ
の
適

੾
な
処
分
な
ど
の
対
応
に
よ

り
、
企
業
の
パ
ワ
ϋ
ラ
๾
໓

に
対
す
る
取
り
組
み
の
本
気

度
を
ै
業
員
が
認
ࣝ
で
き
、

信
頼
や
安
৺
ײ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

３
．
パ
ワ
ハ
ラ
以
外
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

パ
ワ
ϋ
ラ
以
外
の
ϋ
ラ
ス

ϝ
ン
ト
と
し
て
、
今
後
は
ސ

٬
や
取
引
先
、施
設
利
用
者
、

そ
の
ଞ
の
利
֐
関
係
者
が
行

う
Χ
ス
ϋ
ラ
の
対
策
も
求
め

ら
れ
ま
す
。

৬
場
に
お
け
る
ϋ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
は
、
࿑
務
管
理
上
の
大

き
な
課
୊
で
あ
り
、
ਓ
ࡐ
の

࠾
用
や
定
着
を
્
֐
す
る
大

き
な
要
Ҽ
の
一
つ
で
す
。
ਓ

ࡐ
確
保
・
定
着
の
た
め
、
৬

場
環
境
改
善
の
重
要
課
୊
と

し
て「
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の
な

い
৬
場
づ
く
り
」
に
、
よ
り

一
૚
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

「「「「「「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
月
間
」で
す

12
月
は

毎
年
12
月
は
厚
生
労
働
省
が「
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
月
間
」と
定
め
て
お
り
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、集
中
的
な

広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２（
令
和
４
）
年
４
月
１
日
か
ら

は
、労
働
施
策
総
合
推
進
法
に
よ
り
、中
小

企
業
に
お
い
て
も
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ

ワ
ハ
ラ
）防
止
措
置
が
事
業
主
に
義
務
化
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
は
じ

め
と
す
る
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
労
使
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月
11
日
に
は
、改

正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
が
公
布
さ
れ
、カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ス
ハ
ラ
）対
策

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ
ラ
）対
策
が
、早

け
れ
ば
２
０
２
６（
令
和
８
）
年
10
月
か
ら

義
務
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、改
め
て「
企
業
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
強
化
の
必
要
性
」に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
。


